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11..  LLIIQQ..NNEETT のの概概要要  
本章では、LIQ.NET（液状化簡易判定サービス）の概要について説明します。 

 

11..11..  LLIIQQ..NNEETT（（液液状状化化簡簡易易判判定定ササーービビスス））ととはは……  
LIQ.NET は、各種液状化簡易判定を行うための「液状化計算データ作成・液状化簡易計算・計算結果図表作成」

機能を提供するシステムであり、「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」の Windows Application 版となります。 
LIQ.NET および「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」はともに、地質調査データ処理ソフトシリーズ・液状

化計算プログラム（LIQ/PV Win）の後継製品との位置付けです。 
LIQ.NET は「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」と比較して以下の点で優れています。 
 データ入力・計算・図化の各処理を当該 PC のみで行うため応答性に優れています。 
 データ入力において特に操作性に優れています（よりストレスの少ない入力操作が可能です）。 
 液状化計算データを Kiso-Cloud サーバに送る必要がないため秘匿性に優れています。 
 総合図出力において柱状-BASE.NET（CALS4 形式）と同一の柱状図模様および背景色が利用できます。 
逆に「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」は LIQ.NET と比較して以下の点で優れています。 
 Windows PC のみでなく各種タブレット・スマホなど多様なデバイスで動作します。 
 Windows PC のみでなく Mac・Linux・Android など多様な OS（オペレーティングシステム）で動作します。 
 常に最新機能が利用可能です（誤って古い指針で計算した・・・などの誤りがありません）。 
 インストールの必要がなく、初期導入が簡単でインストール関連のトラブルがありません。 
 Kiso-Cloud・Web-GIS サービスと連動して、Web 地盤データベースに液状化判定結果を付加できます。 
このように LIQ.NET と「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」とは、それぞれ異なった特徴を有しています。 
特にレンタル版をご利用の場合は両システムを利用可能であるため、利用シチュエーションに合わせた使い分け

をお勧めします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LIQ.NET 

Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス 

柱状-BASE.NET と同一の柱状図模様 

柱状-BASE/Win と同一の柱状図模様 
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11..22..  対対応応すするる指指針針おおよよびび基基準準  
LIQ.NET が対応する指針および基準について（予定も含め）以下に示します。 

次期：次期 Ver.にて対応 

No 計算式名称 規定文献 対応 

1 道路橋⽰⽅書式(2012) ⽇本道路協会：道路橋⽰⽅書・同解説．Ｖ．耐震設計編，2012 〇 

2 建築基礎設計指針式(2019) ⽇本建築学会：建築基礎構造設計指針，2019 〇 

3 危険物の規制式

(1974/1976/1994） 

⾃治省：危険物の規制に関する技術上の細⽬を定める告⽰，1974 

（改定：新法タンク，1978 ⼀部改定：旧法タンク，1994） 

屋外タンク貯蔵所の技術基準解説 平成 17年 7⽉ 危険物保安技術 

協会 編著 

次期 

4 ⾼圧ガス設備等耐震設計指

針式(1997/2000) 
⾼圧ガス保安協会：⾼圧ガス設備等耐震設計指針 レベル 1 耐震性

能評価，1997 
⾼圧ガス保安協会：⾼圧ガス設備等耐震設計指針 レベル 2 耐震性

能評価，2000 

次期 

5 下⽔道施設の耐震対策指針

式(2014) 
⽇本下⽔道協会：下⽔道施設の耐震対策指針と解説，2014 

（判定法は[道路橋⽰⽅書式(2012)]を参照して下さい） 

次期 

6 下⽔道施設の耐震対策指針

式(2006) 
⽇本下⽔道協会：下⽔道施設の耐震対策指針と解説，2006 次期 

7 鉄道構造物等設計式[L1 地
震時](2012) 

鉄道総合技術研究所：鉄道構造物等設計標準・同解説，耐震設計，
2012 
（[鉄道式［L2 地震時］(2012)]については計算⽅法が特殊で簡易

計算が困難（地震波形が必要）である為、除外しました） 

次期 

8 東京都⼟セン式(1987/2012) 東京都⼟⽊技術研究所：東京低地の液状化予測，1987 

東京都⼟⽊技術⽀援・⼈材育成センター：東京の液状化 予測図（平

成 24 年度版）,2012 

次期 

9 港湾施設の基準式(2012) ⽇本港湾協会：港湾の施設の技術上の基準・同解説，2007（部分

改訂 2012.8） 
次期 

10 港湾施設の基準式(2007) ⽇本港湾協会：港湾の施設の技術上の基準・同解説，2007 次期 

11 道路橋⽰⽅書式(2017) ⽇本道路協会：道路橋⽰⽅書・同解説 Ｖ 耐震設計編，2017 〇 

 
 
 
 
 
 
弊社 HP より液状化判定手法ダウンロードが利用可能 
https://www.kiso.co.jp/activities/liquefaction/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[建築基礎構造設計指針 2019 年 11 月 25 日 第 3 版]に対応し、建築基礎構造設計指針(2001→2019)を改

定しました（Ver1.1~2020/01） 
→ 改定後 CN=√(100/σz') CN：拘束圧に関する換算係数 σz'：検討深さの有効土被り圧(kN/m2) 
→ [C:計算結果]・総合図・一覧表・CSV 出力において単位変更（水平加速度：gal→m/s2  Dcy：cm→m） 
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11..33..  PPLL 計計算算にに対対すするる補補足足説説明明（（[[直直線線補補間間]]とと[[矩矩形形補補間間]]））  
液状化係数 FL から液状化指数 PL を算定する場合、FL が単一深度における算定結果であることから、何らかの

方法により FL の補間を行い、FL の深度分布を求める必要があります。 
LIQ.NET では、この FL の深度分布を求めるための以下の 2 方法があります。 
 

方方法法 11[[直直線線補補間間]]  
算定された FL 点間を直線により補間します

（右図：左） 
 本方法では、PL 計算における積分（面積計算）

において、各 FL 算定結果と FL=1.0 との交差

点を考慮せずに液状化に対する安全率 F を算

定しています。よって面積算定範囲が FL 分

布のイメージと異なる点に注意して下さい

（右下図）。 
 FL 算定最下限深度が GL-20m 以浅の場合は、

それ以深の算定を行いません。 
 計算除外地点ではFL>2として取り扱います。 

 
方方法法 22[[矩矩形形補補間間]]  
算定された FL 点間を矩形により補間します

（右図：右） 
 Step.1：地層下限深度および地下水位深度から、

FL 算定深度毎に仮の上下限深度を求めます。 
 Step.2：計算深度(dep)と仮の上下限深度の間

に他の FL 算定深度(dep1)がある場合、上下限

深度を下式により求めます。他の FL 算定深

度(dep1)がない場合は、仮の上下限深度をそ

のまま上下限深度とします。上下限深度 = 
(dep+dep1)／2 

 Step.3：上限深度≦GL-20.0(m)かつ下限深度

＞GL-20.0(m)の場合、下限深度＝GL-20.0(m)
とします。 
上限深度 GL-20(m)以深の FL 算定結果を無視

します。 
※ 液状化計算地点の無い層は、非液状化層

となります。 
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11..44..  位位置置座座標標をを地地理理院院地地図図かからら設設定定  
位置座標（東経・北緯・標高）を地理院地図上のマウスクリックにより指定することが可能です。 
過去の電子納品成果（ボーリング交換用データなど）において、位置座標の誤りが多いとの指摘も多く聞かれま

すが、本機能により簡単かつ正確な位置座標の設定が可能となります。 
① [A:標題]において[地理院地図～]ボタンをクリックします。→[位置座標を地理院座標から設定]ダイアログが

表示されます 
② 地図を拡大・縮小・移動し、ボーリング地点を含む範囲を表示します。 
③ ボーリング地点をマウスクリックすると、クリック地点の位置座標（東経・北緯・標高）を読み取り、一覧

表に表示します。 
④ [登録して戻る]をクリックすることで、[A:標題]の該当項目に位置座標（東経・北緯・標高）等を設定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❷ 
 

❶ 
 

❸ 
 

❹ 
 

表示地図の切り替えが

可能です。 

索引図を表示可能です。 

地図を縮小 

地図を拡大 

地図を移動 

スケール 

マウスホイールによ

る拡大・縮小も可能

です。 

ドラッグ＆ドロップ

による表示範囲移動

も可能です。 

地点マークを描画します。 

クリック地点の位置座標をセット。 

標高値を地理院地図から設定するた

めには、前もって標高データを未入力

（ブランク）にする必要があります。 
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地理院サーバ 

設定される位置座標は以下となります（[A:標題]の赤枠）。 
① 東経・北緯 表示は秒 1/10000 となりますが、有効桁は秒 1/100 に固定されます。 
② 取得方法 02：地形図読み取りに固定されます。 
③ 読取精度 2：1/100 秒（約 30cm）まで（少数部 2 桁）に固定されます。 
④ 測地系 02:世界測地系（JGD2011）に固定されます。 
⑤ 補足説明 地理院地図から読み取りに固定されます。 
⑥ 標高(m) 未入力（ブランク）の場合に設定されます（既に標高値が入力済みの場合は設定しません）。 
⑦ 孔口標高基準 T.P. に固定されます（既に標高値が入力されている場合は変更しません）。 
 
本本機機能能利利用用ににはは IInntteerrnneett 接接続続がが必必要要でですす。。  
本機能で表示される地理院地図は、国土地理院（電子国土）サーバからインターネット経由にて取得するため、

本機能を利用するためにはインターネット接続環境が必要となります。 
加えて、地理院サーバとの通信をファイアーウォールやウイルス対策ソフトが遮断しないよう設定が必要です

（「2.1.3.(2)ウイルス対策ソフトへの対応」を参照、詳細は貴機関のネットワーク管理者にご確認下さい）。 
※ Kiso-Cloud と通信接続が確立済みの場合でも、接続先が異なる等の理由で、ファイアーウォールやウイルス対

策ソフトの追加設定が必要となる場合もあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地理院サーバとの通信ができない状態で本機能を起動（[地理院地図～]ボタンをクリック）すると状況により以

下に示すエラーとなります。 
① スクリプトエラーが発生する場合は、[いいえ]をクリック（複数クリックの場合あり）し、[キャンセル]をク

リックします。 
② 地理院地図が表示されない場合は[キャンセル]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本本機機能能利利用用ににはは IInntteerrnneett  EExxpplloorreerr がが必必要要でですす。。  
地理院地図表示には内部的に Internet Explorer を利用します（Ver.8 以上が Install されている必要があります）。 
Internet Explorer はできるだけ最新版をご利用下さい。 
※ Windows10 上で Internet Explorer11（最新版）を利用している以外の場合、マウスホイールによる地図拡大・

縮小が効かない事がある不具合が見つかっています（今後、旧 OS でも IE の更新により解決される可能性は

あります）。 

Internet 
 

御社 WAN 

御社 LAN 

❷ 
 

❶ 
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11..55..  提提供供機機能能のの拡拡張張予予定定  
LIQ/PV Win および「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」ユーザからの早急なリリースを・・・との要望にお

応えするため、まずは使用頻度の高い 3 式「道路橋示方書式(2012)・建築基礎構造設計指針式(2001)・道路橋示方

書式(2017)」について、レンタル版「Kiso-Cloud・レンタル運用サービス」から先行リリースさせて頂きます（2019
年 3 月）。 

 
Ver.1.1(2020/01～)において以下の機能追加を実施しました 
 [建築基礎構造設計指針 2019 年 11 月 25 日 第 3 版]に対応し、建築基礎構造設計指針式（2001→2019）を改修 

→ 改定後 CN=√(100/σz') CN：拘束圧に関する換算係数 σz'：検討深さの有効土被り圧(kN/m2) 
→ [C:計算結果]・総合図・一覧表・CSV 出力において単位変更（水平加速度：gal→m/s2  Dcy：cm→m） 

 土質パラメータ（γt/D50/FC/IP/D10/PC など）を補足するための「補足」機能（1.9.参照） 
 多量の液状化計算データを作成し一括計算＆図化するのに有益な「一括処理」機能（1.10.参照） 
 
その後は以下に示す機能拡張を予定しております。 
 Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービスと同様、利用可能な簡易式を 3→11 種類に拡張します。 
 Kiso-GIS との連携により「PL 分布図」作成や「液状化簡易判定 GIS 構築」機能を提供します。 
 断面-BASE.NET（開発中）との連携により「FL 断面図」作成機能を提供します。 
また、時期を見て販売版での提供も計画しております。 
 
各機能リリースに伴い、Kiso-Cloud ホームページ（What’s New）あるいはメーリングリスト等でお知らせしてい

きますので、宜しくお願い致します。 
また、機能拡張等のご要望も常時受け付けておりますので kiso-cloud@kiso.co.jp 宛てに気軽にお寄せ下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 画面は現状の Kiso-GIS Add-On Module となります。 

FL 断面図 

PL グリッド図 
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11..66..  高高いい視視認認性性にによよるる高高効効率率とと高高精精度度  
LIQ.NET でも他の BASE.NET シリーズと同様に自由にレイアウト可能なタブ上に配置されており、特に大画面

PC において高い視認性を発揮することで、液状化計算データ作成（編集）操作において高い効率性と精度とを維

持することが可能となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

A:標題 

B:地層/地点 

入力編集 B’:R/Ⅼ直接入力 

←入力編集 

A:標題 

B:地層/地点 

計算出力→ 

C:計算結果 

D:地震時σv/σv’ 
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11..77..  [[総総合合図図]]のの柱柱状状図図模模様様おおよよびび背背景景色色ににつついいてて  
LIQ.NET では総合図の柱状図模様および背景色は、柱状-BASE.NET と同様

に「ボーリング柱状図及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説（平

成 27 年 6 月）」の規定に従い出力されます。 
一方、「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」および LIQ/PV Win では、柱

状-BASE/Win と同様の柱状図模様となり背景色設定機能はありません（液状

化簡易判定サービスについては次回 Version UP にて機能改良予定です）。 
一般的な土質名であれば柱状図模様および背景色のための指定をユーザが

特別実施する必要はなく LIQ.NET に任せておくことで、柱状-BASE.NET に

よる指定に従うため特に問題はありませんが、規定に従わない特別な設定を

行いたい場合などは[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを直接指定する

ことも可能です。 
詳細は「5.4.4.[総合図]の柱状図模様および背景色について」を参照下さい。 
 
「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」および LIQ/PV Win では土質名か

ら模様（土質記号）を割り当てていました（下図赤枠）が、LIQ.NET では（柱状-BASE.NET と同様）コード（土

質名記号・岩相コード・岩石コード・土コード・その他コード）から模様（土質記号）を割り当てています（下図

青枠）。このため「コード化の手間が増える」ことになります。 
 柱状-BASE.NET など CALS4 形式のボーリング交換用データを指定して液状化計算データを作成する場合は、

既にボーリング交換用データ内にコードが登録済みのため（さほど）入力負担増とはなりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ↑[B:地層/地点]において[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]を編集・・・チェックボックスを ON にすると[地層]

一覧表に[土質名記号]～以降の入力欄が表示され、コード（土質名記号・岩相コード・岩石コード・土コード・

その他コード）入力が可能となります。 
 ↑[B:地層/地点]において[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]を編集・・・チェックボックスを OFF にすると[地層]

一覧表に[土質名記号]～以降の入力欄が非表示となり、コード（土質名記号・岩相コード・岩石コード・土コ

ード・その他コード）入力が不可能となります。 
 柱状図模様設定を本システムに任せてしまう場合はチェックボックスを OFF にして下さい（通常の土質名称

であればお任せでも大丈夫です）。 
 コード（土質名記号・岩相コード・岩石コード・土コード・その他コード）に関する説明は柱状-BASE.NET

操作マニュアルおよび電子納品要領（平成 28 年 10 月）を参照下さい。 

柱状-BASE.NET と同様、土質名に

対応したコード化が必要となる。 

[地層]一覧表と[地点]一覧表の

表示範囲はマウスのドラッグ＆

ドロップにより移動する。 

[地層] [地点]一覧表の表示範囲

は本ボタンでも移動する。 

チェックボックスを ON にすると、コー

ド入力を補助する機能が表示される。 
 



1.LIQ.NET の概要 

 

1-9 
 

❺ 

11..88..  柱柱状状図図模模様様おおよよびび背背景景色色のの設設定定  
独自の柱状図模様および背景色の設定は、柱状-BASE.NET に

より指定します。 
独自の柱状図模様を描画する機能として、LIQ/PV Win（柱状

-BASE/Win ） で は 土 質 名 と 模 様 （ 記 号 ） 番 号 の 関 係 を

[SOILPAT.ASG]ファイルで規定することで実現していました。 
LIQ.NET（柱状-BASE.NET）では独自の柱状図模様および背

景色の設定機能について、以下に示す機能を実装しています。 
① 1 つのコードに対し、図模様を最大 3 つ迄設定可能 
② システムが用意した図模様だけでなく、ユーザが描画した

図模様（png ファイル）を利用可能 
③ 柱状図作成要領（案）で規定されたコード～模様設定に優

先した設定が可能 
④ 背景色（図模様背景に任意色の塗りつぶし）設定が可能 
⑤ 専用の設定画面により、解り易い・ミスの起こりづらい設

定が可能 
※ なお 1.4 に示したように、土質名（岩種区分）ではなく、

コード（岩相コード・岩石コード・土コード・その他コー

ド）に対し模様（土質記号）・背景色を割り当てます。 
操作方法の詳細は柱状-BASE.NET 操作マニュアル「4.5.柱状図

背景色設定」「4.6.柱状図模様設定」を参照して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柱状図作成要領（案）で規定された[コード

～模様]関係に対し背景色を追加設定 

❹ 

❺ 

❶ 
 

❹ 

❸ 

❷ 
 

Ver.1.0.2.4～ 
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補足表 割当表 液状化計算データ LIQ/PV Win補足表
土質名 試験値 補足表土質名 土質名 土質名 試験値 土質名 試験値

粘性土 A 粘性土 シルト シルト A シルト A
砂質土 B 粘性土 シルト質粘土 シルト質粘土 A シルト質粘土 A
砂礫質土 C 砂質土 細砂 細砂 B 細砂 B
補足表をシンプルに保てる 砂質土 中砂 中砂 B 中砂 B

砂質土 シルト質砂 シルト質粘性土 A シルト質砂 B
砂礫質土 砂礫 シルト質砂 B 砂礫 C

中砂 B
砂礫 C

補足表と液状化計算データとの土
質名の対応関係を規定する

同一試験値の複数デー
タが必要となる

11..99..  補補足足機機能能（（VVeerr..11..11～～：：22002200//0011））  
本システムは補足表を利用して、土質試験情報を設定する機能があります。 
液状化計算プログラム（LIQ/PV Win）にも同様の機能実装がありましたが、以下の点で機能拡張されています。 
 

割割当当表表にによよるる補補足足  
補足表は、一般的に粘性土・砂質土・砂礫質土など、ある程度の大まかなグループ分けを行い作成されます。 
一方、液状化計算用データの土質名は、元となるボーリングデータの土質名をそのまま利用しますが、〇〇混じ

り〇〇質〇〇や互層など、多様な細かな表現が使われます。 
割当表は、両方の土質名の性質の違いを埋める（土質名をグループ化する）ために存在します。 
液状化計算プログラム（LIQ/PV Win）では、液状化計算用データの土質名に合わせて、多様な土質名毎に補足デ

ータを作成する必要があり、補足表が（無駄に）大きく・扱いづらくなってしまう欠点がありましたが、本システ

ムでは割当表の採用により、補足表をシンプルに保つことが可能となります。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
例えば、500 本分のボーリングデータの土質名が 100

種類にもなる場合があります。 
この場合、LIQ.NET の補足表は 3 レコードのままで

あるのに対し、LIQ/PV WIN の補足表は（試験値は 3
種類であるにもかかわらず）100 レコードになってしま

います。割当表は 100 レコード必要ですが、割当表は

土質名のみのシンプルな構造であり、グループ化を用

意する多くの補助機能が用意されています。 
 
飽飽和和単単位位体体積積重重量量  [[γγtt  ssaatt]]のの補補足足  
単位体積重量（γt）補足において、地下水位以深の

地層に対し飽和単位体積重量（γt sat）を補足できるよ

う機能拡張しました。 
地下水位以深の地層に対しても単位体積重量（γt）を補足する場合は、[γt(飽和)]欄をブランクとするか、[γt]

欄と同一値を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表土 
15.00 

シルト 
17.50 

中砂 
18.00 

粗砂 
18.00 

地下水位以浅のためγt を補足 

地下水位以深のためγt sat を補足 

地下水位以深のためγt sat を補足

するがγt = γt sat 

地下水位以深ではあるがγt sat が
ブランクのためγt を補足 

地下水位との深度比較には地層

下端深度ではなく地層中心深度 

土質名解析：土質名を〇〇混じり〇〇質〇〇に分解し並

べ替えることで、近い土質名をグループ化し易くなる 

液状化計算データの元となったボーリングデー

タを複数指定し土質名リストを自動抽出する 
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11..1100..  一一括括処処理理（（VVeerr..11..11～～：：22002200//0011））  
液状化計算に関して一括処理（設定および計算・出力）が可能となりました。 
液状化計算を実施する場合は、複数本分の検討を行うことが多いものと思います。 
液状化計算条件や補足処理を一括して実施することで、効率的に設定の統一化を図り、一括計算機能により効率

的で誤りのない処理が容易となります。 
 
典型的な処理の流れを以下に示します。 
① 対処となる複数の液状化計算データを、既存のボーリングおよび土質試験ファイルを基に作成し、ファイル

保存します（「4.3.ボーリング・土質試験ファイルを開く」を参照）。 
 前もって取り込み条件設定を確認・設定します（「8.1.1.取り込み条件設定」を参照）。 

② 一括処理画面の[ファイル]-[新規]から、①で作成した複数の液状化計算データを指定します（「9.3.1.新規」を

参照）。 
③ [補足]-[補足表編集]から補足表を指定あるいは作成し、[補足]-[補足実施]により対象データ全てに補足処理を

実施します（「9.8.補足」を参照）。 
④ 必要に応じて計算データ（特に[B:地層/地点]）を入力し、[データチェック]機能により[エラー数=0]を確認し

ます（「9.5.計算データ入力」を参照）。 
⑤ [A:標題]から計算条件を入力し、[計算条件コピー]→[計算条件貼り付け]により計算条件を統一します（「9.6.

計算条件」を参照）。 
⑥ 加速度を設定します（[一括入力]機能を利用し簡単に設定値を統一できます：「9.4.1.一括入力」を参照）。 
⑦ 必要に応じて地下水位も設定します（[一括入力]機能を利用し簡単に設定値を統一できます：「9.4.1.一括入力」

を参照）。 
⑧ [計算出力]-[計算実行]により、対象データ全てに液状化計算を行います（「9.7.1.計算実行」を参照）。 
⑨ [計算出力]-[計算出力]により、液状化計算結果を確認すると共に、必要に応じた図表（液状化総合図・宅地の

判定図・計算結果一覧表）出力を行います（「9.7.2.計算出力」を参照）。 
⑩ 一括処理コントロール(.XML 形式)をファイルとして保存します（「9.3.4.名前を付けて保存」を参照）。 
 

 
① 液状化計算データ： 一括処理対象となる液状化計算データのファイル名 
② 調査件名・ボーリング名： 液状化計算データから取得して表示 
③ 削孔長(m)： 地層情報：下端深度の最大値 
④ 地下水位(m)： 液状化計算データから取得して表示（本画面から指定可能） 
⑤ 計算式・FL 補間方法： 液状化計算データから取得して表示 
⑥ 加速度(gal)： 液状化計算データから取得して表示（本画面から指定可能） 
⑦ PL 値： PL 計算結果（未計算の場合はブランク） 
⑧ エラー数： データチェック処理におけるエラー項目数（0 以外は計算不可能） 
⑨ 結果： システムからのメッセージ表示欄 
 
 
 

次回以降の Ver.にて、Kiso-GIS の液状化計算モジュールを LIQ.NET に変更し、Kiso-GIS から一括処理画

面を CALL するように修正の予定です。 
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11..1111..  技技術術資資料料  
技術資料として、ユーザからのお問い合わせの多い項目について説明します。 

 
((11))  建建築築基基礎礎構構造造設設計計指指針針式式ににおおけけるる繰繰りり返返ししせせんん断断ひひずずみみγγccyy のの推推定定方方法法  

LIQ.NET および「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」での、建築基礎構造設計指針式における繰り返しせん

断ひずみγcy の推定方法について以下に示します。 
建築基礎構造設計指針の「図 4.5.7 補正 N 値と繰り返しせん断ひずみの関係」から Na,τd/σ’に対する繰り返

しせん断ひずみγcy を推定します。 
① τd/σ’が 0.05 以下の場合はγcy=0.5%とする→終了 
② τd/σ’と各ひずみ線の交点〇を算出する 
③ ②で算出した交点間の中点×を算出する 
④ 中点間にひずみレベル範囲（γcy=8・4・3・2・1・0.5%）を設定 
⑤ Na が含まれるひずみレベル範囲からγcy を推定する 

0
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0.5
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0 5 10 15 20 25 30  
 

 各ひずみラインは図 4.5.7 から目視により読み取り設定しました。 
 τd/σ’が 0.50336 以上の場合は、Na=一定（垂直線）として拡張しました。 
 γcy=3%のラインは 2%と 4%との Na の平均値により算出しました。 

 
 
 
 
 
 
 

↑① τd/σ’が 0.05 以下の場合はγcy=0.5%とする 

8% 
4% 

3% 
2% 

1% 
0.5% 

‘②   ③ 

‘④ 

‘➄ 
γcy=1% 

と推定 
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((22))  建建築築基基礎礎構構造造設設計計指指針針式式ににおおけけるる最最大大水水平平変変位位（（DDccyy））のの算算定定方方法法（（LLiiqq  PPVV//WWiinn ととのの違違いい））  
Liq PV/Win の液状化層厚 H は「FL<1 となる地点深度と上側計算地点深度との差」で設定されています。 
しかし、これでは「①非液状化層が液状化層として扱われている」や「②液状化層が非液状化層として扱われ

ている」の問題があるため、LIQ.NET および液状化簡易判定サービスでは液状化層厚 H を FL 矩形補間線から算

定するよう変更しました。 
本変更により同一の FL 分布からの最大水平変位（Dcy）算定結果に差がある為、注意が必要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((33))  建建築築基基礎礎構構造造設設計計指指針針式式ににおおけけるる「「砂砂礫礫地地盤盤のの NN 値値補補正正係係数数」」のの扱扱いい  
「日本建築学会：建築基礎構造設計指針，2001/2009」では砂礫地盤の N 値補正係数について、「N 値が大きく

なりやすい礫質土に対しては、その 50%粒径 D50 により図 3.2.3（2001 の図 4.5.4）のような N 値補正係数 Csb を

N 値に乗じて N 値を低減することができる。」と記述されています。 
本システムでは、砂礫地盤を定義あるいは低減係数適応の有無を指定せず、D50 が入力された全ての計算地点

に対し以下により N 値補正係数 Csb を N 値に乗じて低減します。 
よって D50(mm)が 0.33 より大きい場

合は、必ず N 値補正係数 Csb の影響を

受けます。 
従って、N 値補正係数 Csb の影響を与

えたくない計算地点の場合は D50 を未

入力として下さい。 
砂礫地盤であっても D50＞10 の場合

は図にラインの記載がないことから N
値補正係数 Csb の影響外として D50 を

ブランクとされるユーザもおられます。 

γcy1 ● 

γcy2 ● 

γcy3 ● 

● 

● 

FL=1 

①非液状化層が液状化層

として扱われている？ 

②液状化層が非液状化層と

して扱われている？ 

LIQ の H は上側計

算地点との差 

LIQ.NET・簡易判定

S の H は FL 矩形補

間と同じ 
直線補間の FL 分布 

矩形補間の FL 分布 

D50(mm) Csb
0.1 1.00

0.33 1.00
50 0.41

100 0.41

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.1 1 10 100

Cs
b

D50(mm)

注意：FL 矩形補間方法

自体に Liq PV/Win と液

状化簡易判定サービス

とで、ロジックの違いは

ありません。 
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((44))  建建築築基基礎礎構構造造設設計計指指針針式式ににおおけけるる地地盤盤反反力力係係数数のの低低減減係係数数ββのの算算出出方方法法  
LIQ.NET および「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」での、建築基礎構造設計指針式における地盤反力係数

の低減係数βの算出方法について以下に示します。 
建築基礎構造設計指針の「図 4.5.14 地盤反力係数の低減率」から補足 N 値（Na）に対する低減率（β）を算

出します。 
グラフから読み取った Na～β関係（ポリライン）を基に、各 Na に対応したβ値を算出した一覧表を以下に示

すため参考としてください。 
 https://kiso-cloud.com/ggs/Manual/ManualLiqEdit/Na2Beta.xls 

 

補正N値 補正N値
Na 0≦z＜10m 10≦z＜20 Na 0≦z＜10m 10≦z＜20

0.0 0.0000 0.0000 13.0 0.1435 0.3109
0.5 0.0035 0.0044 13.5 0.1530 0.3350
1.0 0.0070 0.0088 14.0 0.1628 0.3612
1.5 0.0107 0.0155 14.5 0.1728 0.3890
2.0 0.0144 0.0223 15.0 0.1832 0.4192
2.5 0.0184 0.0294 15.5 0.1952 0.4518
3.0 0.0225 0.0365 16.0 0.2084 0.4857
3.5 0.0265 0.0445 16.5 0.2218 0.5267
4.0 0.0305 0.0526 17.0 0.2366 0.5675
4.5 0.0345 0.0618 17.5 0.2526 0.6128
5.0 0.0388 0.0710 18.0 0.2693 0.6668
5.5 0.0443 0.0808 18.5 0.2872 0.7251
6.0 0.0499 0.0906 19.0 0.3078 0.7908
6.5 0.0546 0.1016 19.5 0.3293 0.8794
7.0 0.0593 0.1126 20.0 0.3537 1.0000
7.5 0.0646 0.1248 20.5 0.3811
8.0 0.0708 0.1366 21.0 0.4106
8.5 0.0767 0.1498 21.5 0.4452
9.0 0.0815 0.1649 22.0 0.4850
9.5 0.0880 0.1788 22.5 0.5297

10.0 0.0953 0.1949 23.0 0.5827
10.5 0.1028 0.2113 23.5 0.6498
11.0 0.1102 0.2284 24.0 0.7377
11.5 0.1176 0.2472 24.5 0.8607
12.0 0.1258 0.2676 24.8 1.0000
12.5 0.1344 0.2882

←グラフから読み取ったNa～β関係（ポリ
ライン）を基に、各Naに対応したβ値を算
出したものです。

低減係数β 低減係数β
水平地盤反力係数の低減係数 β

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

β

補正N値（Na）

図 4.5.14 地盤反力係数の低減率

0≦z＜10m 10≦z＜20

 
なお、本件については以下の 2 つの要望を頂いております。 
(1) β は補正 N 値の関数であり、地震外力（≒FL 値）によらない地盤のポテンシャル値なので、地震外力（≒FL

値）によらず算定＝表示してほしい。 
(2) β は液状化する場合に考慮する値なので、FL>1 の場合は未記入（ブランク）とすべき。 
 
これに対し、 
 液状化簡易判定サービスは計算結果を自由に編集可能であり、計算結果図表は編集結果を反映するよう作

成されている。 
 FL>1 の場合の β を 1 あるいはブランクに置換するのは簡単だが、ブランクの β を算定するのは非常に手間

がかかる。 
 であれば(2)を望まれる場合は、FL>1 の場合の β を 1 あるいはブランクに置換して頂くのが合理的である。 

との方針でおります。 
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22..  イインンスストトーールルガガイイドド  
本章では[LIQ.NET]のシステム入手～インストール（アンインストール）～起動（認証）～終了について説明し

ます（現在は「レンタル版」のみリリース）。 
 

22..11..  レレンンタタルル版版のの利利用用  
レンタル版の利用方法について説明します。以下の説明と共に、Kiso-Cloud の「○○-BASE のレンタル運用」マ

ニュアルも確認して下さい（https://kiso-cloud.com/ggs/Manual/ManualBaseSrv.pdf）。 
 

22..11..11..  ダダウウンンロローードドおおよよびびイインンスストトーールル  
Kiso-Cloud の[○○-BASE]レンタル運用ページから使用するアプリケーションをダウンロードし、運用する PC

にインストールします。 
① Kiso-Cloud にログインし、メインメニューから[○○-BASE]レンタル運用をクリックします。 
② [○○-BASE]レンタル運用画面で、[LIQ.NET]をクリックします。 
③ [保存]をクリックします。 
④ [フォルダーを開く]をクリックします。 
⑤ ダウンロードファイルを右クリックし[開く]を選択します（zip 解凍でも大丈夫です）。 
⑥ [setup.exe]を起動し、インストールを開始します（インストール権限のあるユーザで実行して下さい）。 
 実際の操作方法は、使用するブラウザおよびバージョンにより若干異なります。 
 setup.exe 起動後、Wizard の指示に従いインストールを行います。 
 レンタル版と販売版とを同一 PC にインストールすることはできません！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❻ 
 

❷ 
 

❸ 

❺ 

❹ 

 柱状-BASE.NET（入力編集機能）と同じライセンスで動作します。 
 既に当該 PC で柱状-BASE.NET が動作可能であれば、LIQ.NET の

インストールのみで動作可能となります。 
 

 Google Chrome を利用した場合は、以下の警告が表示され

る場合がありますが、▼→[継続]をクリック 
して下さい（提供直後は DL 数が少なく 
Chrome の勝手な判断を止められません）。 
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 インストールする PC の環境により（特に最新 OS 利用の

場合）、セキュリティ警告が表示される場合がありますが、

[実行][登録]などを選択してインストール作業を進めます。 
 再インストールの場合は、一旦アンインストールしてから

インストールします。 
 
 

22..11..22..  アアンンイインンスストトーールル  
アンインストールは、使用 OS により若干、操作方法が異なります。 
① コントロールパネルの［プログラムと機能］ダイアログから[LIQ.NET]をクリックし、[アンインストールをク

リックすることにより実施します。 
② あるいは、コントロールパネルの［プログラムの追加と削除］ダイアログから[LIQ.NET]をクリックし、[削除]

ボタンを押すことにより実施します。 
③ Windows10 では、[設定]→[システム]→[アプリと機能]から[LIQ.NET]をクリックし[アンインストール]→[アン

インストール]をクリックすることにより実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❼ ❽ 

❾ ❿ 

 別の [○○ -BASE]（例えば柱状 -BASE や断面

-BASE）と、同一フォルダにインストールしない

よう注意して下さい。 
 特別な事情が無い限り、インストーラが示す（デ

フォルト）フォルダを変更しないで下さい。 
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Internet 

ユーザ認証・ 
使用 PC 確認 

[OK]であれば 
ソフトを起動 

Kiso-Cloud 
❶ 

❷ 
 ❷ 
 ❸ 

❹ 

❺ ❻ 
 

22..11..33..  KKiissoo--CClloouudd 認認証証シシスステテムム  
レンタル版の場合、システム起動直後にKiso-Cloud認証システムにより正規ユーザであることの認証を行います。 
 

((11))  起起動動時時認認証証  
起動時に Kiso-Cloud に対して認証処理を行うため、Internet 接続環境が必要です。 
① LIQ.NET 起動時に Kiso-Cloud 認証画面が表示されます。 
② Kiso-Cloud ID（ユーザ名・パスワード）をキー入力します。 
③ 次回起動時に保存 ID を利用する場合は[認証成功時のユーザ名/パスワードを記憶]をチェックします。 
④ [持ち出し処理]を行う場合、持ち出し日数（1～14）を選択します。 
⑤ [認証]をクリックします…認証を通過すると LIQ.NET を起動します。 
⑥ LIQ.NET 起動を中止する場合は[キャンセル]をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((22))  ウウイイルルスス対対策策ソソフフトトへへのの対対応応  
Kiso-Coud 認証システムでは、以下の情報を Kiso-Cloud サーバに送信します（これ以外の情報は送信しません）。 
① ユーザ名（入力値） ② パスワード（入力値） ③ 持ち出し日（選択値） 
④ コンピュータ名 ⑤ 起動システム名称（LIQ.NET） 
この「ローカルプログラムからインターネットサーバへのデータ送信」動作が、使用しているウイルス対策ソ

フトの種類および設定により、不正アプリケーションであると認識されてしまう場合があります。 
この場合、ウイルス対策ソフトにより Kiso-Cloud サーバとの通信をブロックするか警告が出ますが、通信をブ

ロックしない設定として下さい。 
指定方法はウイルス対策ソフトにより異なりますが、以下に 1 例として「AVG アンチウイルス 無料版」での

指定方法を示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Kiso-Cloud サーバへの情報送信上の問題があ

る場合は、まず貴社（貴機関）のネットワーク

管理者にご相談を頂き、解決しない場合は

Kiso-Cloud 事務局宛にご相談下さい。 
 セキュリテイポリシー上、Kiso-Cloud への情報

送信が許されない場合は、[レンタル運用]版は

ご使用になれません。 

① Kiso-Cloud 認証システムを誤って不正プログラムとして検出 
 

④ [例外プログラム]として許可 

③ [許可]をクリック 
 

② [追加のオプショ

ン]をクリック 
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※ [持ち出し処理]中は[持ち出し終了]ダイアログが表示されなくなりました（Ver.1.0.1.*～）。 
※ 後述する[登録 PC 即時解除]機能により、[持ち出し処理]中でも解除が可能となりました。登録 PC を解

除すると自動的に[持ち出し処理]も解除となります。 
※ Kiso-Cloud がメンテナンス等で停止する場合は、前もってメールにてお知らせするため、停止前に停

止期間＋αで[持ち出し処理]を実施して下さい。 
 

((33))  動動作作中中認認証証  
動作中は定期的に認証が行われます（1 度起動すると認証操作なしで、使い続けることができます）。 
この際、起動時認証時に入力された Kiso-Cloud ID を利用して自動的に認証を行うため、ユーザが意識する必要

はありませんが、Internet 接続環境が遅い（悪い）場合は認証処理に時間がかかるため、認証処理中はシステムの

動作が遅くなる可能性があります。 
動作中認証に失敗すると[名前を付けて保存]処理を実施後、システムを強制終了するため、システム動作中は必

ず Internet 接続環境を維持して下さい（認証後に Network ケーブルを外す、無線 LAN を切るなどできません）。 
 

((44))  持持ちち出出しし処処理理  
動作 PC を Internet 接続環境のない現場に持ち出す、あるいは Internet 接続環境が安定しない場合は[持ち出し処

理]を実施して下さい。操作は[(1) 起動時認証 ④]を参照下さい。 
[持ち出し処理]中は、Kiso-Cloud 認証処理を行わないため上記ケースに対応しますが、以下の制限が発生します。 
 動作させる PC を変更することができません。 
 Kiso-Cloud を解約することができません。 

 
 
 
 
 
 
 

((55))  緊緊急急避避難難措措置置（（VVeerr..11..00..11..**～～））  
緊急避難措置とは、Kiso-Cloud サーバ障害あるいは

ネットワーク障害等により、Kiso-Cloud サーバと通信

ができない場合に（一度だけ）7 日間の[持ち出し処理]
に移行することで、Kiso-Cloud 認証を回避して利用を

続けられる措置を言います。 
適用には以下の条件を満たす必要があり、満たす場

合は認証（緊急避難措置）ダイアログが表示されます。 
 使用 PC が、過去に正しく認証された経験を持つ

（緊急避難措置は、直近の正しく認識されたアカ

ウント ID で実施されるためです）。 
 最終認証後に、(6)に示す[登録 PC 解除]処理を実

施していない。 
レンタル運用を正しく運用している状態で障害が発

生した場合は、上記条件を満足するため、緊急避難措

置が適用されます。 
① ユ ー ザ 名 に は 、 直 近 の 正 し く 認 識 さ れ た

Kiso-Cloud ID が表示され変更できません。 
② 対応するパスワードを入力します（認証時に[認証

成功時のユーザ名/パスワードを記憶]がチェックされていた場合はパスワードも*表示されます）。 
③ [緊急避難措置]をクリックすると、Kiso-Cloud 認証を回避して 7 日間の[持ち出し処理]に移行します。 
 ローカル環境(使用 PC および LAN)以外の障害（Kiso-Cloud サーバあるいは Internet など）と思われる場合は、

早急に[kiso-cloud@kiso.co.jp]宛てに障害状況をメールして下さい（本ダイアログを添付します）。 
 [kiso-cloud@kiso.co.jp]からの回復通知メールを待って、[登録 PC 解除機能]により解除処理を行って下さい。 
 ローカル環境(使用 PC および LAN/WAN)障害の場合は、障害回復後に[登録 PC 解除] 機能により解除処理を

行って下さい。 
 
 

❷ 
 

❸ 

❶ 
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Kiso-Cloud 

① ローカル環境障害以外（と想定される）場合

は、早急に[kiso-cloud@kiso.co.jp]宛てに障害

状況をメールして下さい。 
② [kiso-cloud@kiso.co.jp]からの回復通知メール

を待って、[登録 PC 解除機能]により解除処理

を行って下さい。 

① ローカル環境(使用 PC および LAN/WAN)障害

の場合は、御社の情報システム部門にご相談

のうえ、障害回復をお願いします。 
② 障害回復後、[登録 PC 解除機能]により解除処

理を行って下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((66))  [[登登録録 PPCC 解解除除]]処処理理  
「LIQ.NET の動作 PC を変更する」ためには、[登

録 PC 解除]処理を行う必要があります。 
① Kiso-Cloud にログインし、メインメニューから

[○○-BASE]レンタル運用をクリックします。 
② [登録 PC 即時解除]機能をクリックし、インス

トーラをダウンロードしてインストールしま

す（インストール方法の詳細は、[2.1.1.ダウン

ロードおよびインストール]を参照）。 
③ レンタル運用対象となるシステムが起動して

いると解除処理ができないため、前もってシス

テムを終了しておきます。 
 LIQ.NET には販売版とレンタル版とがあり

ますが、本システムからはレンタル版であ

ることが分からないので、販売版起動中で

も警告が出ます。申し訳ありませんが販売版も一旦終了願

います。 
④ メニュー[地質調査ソフトウェア（Kiso-Cloud レンタル運

用）]-[登録 PC 即時解除]をクリックします。→[登録 PC 即時

解除]ダイアログが表示されます。 
 ウイルス対策ソフト等により通信をブロックする警告が

出た場合、通信をブロックしない設定とします。 
⑤ 解除すべき PC に紐付いている Kiso-Cloud ユーザ ID（[ユーザ

名（メールアドレス）][パスワード]）をキー入力し、[登録 PC
解除]をクリックします。 

 
 
 
 
 

❹ 

❷ 
 

❺ 
 予約解除：Web サービスによる[登録 PC 解除]処理（操作日の翌朝

実施されるため、同一日内での動作 PC 変更は不可能）は 2017/07
末で終了となりました。 

 「○○-BASE の動作 PC を直ぐに変更したい！！」とのご要望を受

け、専用プログラムによる即時解除機能を 2017/05～追加しました。

また、2017/08～は持ち出し処理中でも解除可能となるよう機能改

良しました。 
 

Internet 
 

御社 WAN 
御社 LAN 

NIC（ネットワークカー

ド）など使用 PC の障害 

 

御社のネット

 
 

御社のネットワーク障害 
 

Internet 障害 
 

Kiso-Cloud の障害 
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((77))  エエララーーメメッッセセーージジ  
Kiso-Cloud 認証システムが表示する主なエラーメッセージおよび対処方法について下表に示します。 

エラーメッセージ 対処方法 認証 解除 
サーバとの時間差が 5 分以上あるため、認証処

理を実施できません。 
使用している PC の時間を正しく修正して下さい。 

○ ○ 

ユーザ認証（ログイン）に失敗しました。 Kiso-Cloud の ID として正しいことを確認して下さ

い。 ○ ○ 

利用パターンが異なります（[パターン 2]ある

いは[パターン 3]でなければ動作しません）。 
有償サービス[パターン 2 あるいは 3]の申し込みが

有効であることを確認して下さい。 ○ ○ 

別 PC（登録コンピュータ名）が登録されてい

るため、本システムを実行できません。 
表示されたコンピュータから[登録 PC 解除]処理を

行い、解除後に再度、〇○-BASE を起動および認

証して下さい。 
○  

指定されたユーザ IDではPCが登録されていな

いため、他 PC でのライセンス認証が可能です。 
既に[登録 PC 解除]済みです。  ○ 

登録 PC が異なります（[即時解除]処理は登録

PC からのみ実施可能です）。 
登録した PC とは別の PC から実施した場合に表示

されます。  ○ 

 

((88))  [[登登録録 PPCC 一一覧覧表表示示]]機機能能（（22001177//0055～～））  
複数[ユーザ ID]を複数人で共有運用しているユーザに対し、[ユーザ ID と登録 PC との関連付け]を一覧形式で提

供します。使用可能なユーザ ID（メールアドレス）や、[解除要請]すべき PC 名を知ることができます。 
提供可能な範囲は同一ドメインで、かつ[同一ドメインユーザからの登録 PC 照会]に対して[応答する]が選択され

ているユーザ ID となります。 
① [同一ドメインユーザからの登録 PC 照会]に対して、自身の[ユーザ ID と登録 PC との関連付け]を開示する場

合は[応答する]を、開示しない場合は[応答しない]をクリックします。 
② [同一ドメインの登録 PC を照会する]ボタンをクリックすると、登録 PC 一覧[ユーザ ID と登録 PC との関連付

け]が表示されます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同一ドメインで、かつ[同一ドメ

インユーザからの登録 PC 照会]
に対して[応答する]が選択され

ているユーザ ID の一覧 

[登録 PC 名]欄がブラ

ンクのユーザ ID は、

運用 PC を直ぐに変更

 

[登録 PC 解除]処理を実施済みのアカウントは解除（予定）年月日

が表示される（暫定）。Web サービスによる[登録 PC 解除]処理は

2017/07 末で終了となった為、解除年月日は不要となります。 

持ち出し処理されている場合は、

持ち出し終了日の翌日が解除（予

定）年月日となる。 
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22..22..  シシスステテムムのの起起動動おおよよびび終終了了  
 

22..22..11..  シシスステテムムのの起起動動  
[LIQ.NET]の起動方法について以下に示します。 

((11))  [[ススタターートトメメニニュューー]]かからら起起動動  
① Windows タスクバーの[スタート]ボタンをクリック 
② [すべてのアプリ]あるいは[すべてのプログラム]をクリック 
③ [地質調査ソフトウェア（Kiso-Cloud レンタル運用）]をクリック 
④ [LIQ.NET]をクリック 

 

((22))  ドドララッッググ＆＆ドドロロッッププにによよるる起起動動  
液 状 化 計 算 デ ー タ を デ ス ク ト ッ プ 上 の

LIQ.NET ショートカットアイコンにドラッグ＆

ドロップします。 
液状化計算データ LIQ PV/Win(.LIQ)、LIQ.NET

（XML）形式のデータが対象です。 
 

((33))  [[送送るる]]メメニニュューーかかららのの起起動動  
ファイルエクスプローラから、液状化計算デー

タを右クリックし、[送る]-[LIQ.NET]をクリック

します。 
液状化計算データ LIQ PV/Win(.LIQ)、LIQ.NET

（XML）形式のデータが可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22..22..22..  シシスステテムムのの終終了了  
[LIQ.NET]を終了するには、以下の 3 方法があります。 
① メニュー[ファイル]-[アプリケーションの終了]をクリック 
② アプリケーションコントロール（   ）をクリックし、[閉じる]をクリック 
③ メインウィンドウ右上の[閉じる]ボタン（   ）をクリック 

指定状況の破棄注意メッセージが表示された場合は、指定状況を失いたくない場合は[キャンセル]を、問題な

い場合は[OK]をクリック 
 
 
 
 
 
 

❹ 

❸ 
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MMeemmoo  
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33..  画画面面構構成成  

[LIQ.NET]の画面構成について以下に示します。 

 

33..11..  メメイインン画画面面構構成成  

画面上部には「メニューバー」と「ツールバー」が、画面中央には「入力タブ」が、画面下部には「ステータス

バー」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メイン画面の各部名称 

① アプリケーションコントロール 

メインウィンドウの状態を変更するコマンドが集められています。 

② タイトルバー 

実行中のアプリケーションの名前[LIQ.NET]が表示されます。 

③ メニューバー 

メニューの一覧が表示されます。メニューを開くとコマンドの一覧が表示され、ここから目的のコマンドを選

択して実行します。 

④ ツールバー 

操作頻度の高いコマンドについては、メニューからコマンドを実行する代わりにツールバーにあるアイコンを

クリックしてコマンドを実行することができます（メニューと同一アイコンとなります）。 

⑤ ステータスバー 

入力編集中のデータ形式およびファイル名を表示します。 

⑥ 入力タブ 

様式毎に液状化計算データの入力項目を整理・表示します。 

 
 

アプリケーションコントロール 

タイトルバー 

[最小化]ボタン 

[最大化]/[元に戻す]ボタン 

[閉じる]ボタン 

ツールバー 

メニューバー 

ステータスバー（入力編集中のデータ形式およびファイル名を表示） 

マウスカーソルが   また

は  、  に変更された状態

でドラッグ＆ドロップすること

で、サイズを変更することが

可能 

ツールチップ（ツールバーの説明） 

入力タブ 

入力タブ 
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33..22..  メメニニュューーおおよよびびツツーールルババーー構構成成  

 

 

 

メニュー 項  目 細  目 Tool 機  能 

ファイル(F) 

新規 (N)... 
 
新しく液状化計算データを作成する場合に選択します。 

ファイルを開く(O)... Ctrl+O 
 
入力編集のもととなる液状化計算データファイルを指定します。 

ボーリング・土質試験ファイルを開く(B)...  入力編集のもととなるボーリング・土質試験データファイルを指定します。 

上書き保存(S) Ctrl+S 
 
入力編集中の液状化計算データをファイルとして保存します。 

名前を付けて保存(A)... 
 
入力編集中の液状化計算データをファイルとして名前を付けて保存します。 

アプリケーションの終了(X) 
 

[LIQ.NET]を終了します。 

編集（E) 

項削除(S) 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択されたセルのデータを削除します。 

列挿入(I) 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択された範囲行の上に（範囲行分の）行を挿入

します。 

列削除(D) 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択された範囲行を削除します。 

行上へ(U) 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択された範囲行を 1 行上に移動します（選択行

が 1行目に達した場合は何もしません）。 

行下へ(D)  
[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択された範囲行を 1 行下に移動します（選択行

が最終行に達した場合は何もしません）。 

昇順ソート(A) 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、カレントセルの列をキーとして入力中データを昇順

にソート（並び替え）します。 

降順ソート（R） 
 

[1:層一覧]～[Z 様式]の一覧表において、カレントセルの列をキーとして入力中データを降順にソ

ート（並び替え）します。 

取り消す(U) 
 

[行挿入]～[降順ソート]処理を取り消します（取り消しは 1 段階のみ有効）。 

切り取り(T) Ctrl+X 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択されたセルのデータを切り取り（削除してクリッ

プボードにコピーし）ます。 

コピー(C) Ctrl+C 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択されたセルのデータを（クリップボードに）コピ

ーします。 

貼り付け(P) Ctrl+V 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、選択されたセルに（クリップボードに）コピーしたデ

ータを貼り付けます。 

常時入力モード(M) 
 

[B:地層/地点][C:計算結果]一覧表において、通常⇔常時入力モードを切り替えます。 

入力編集

(I) 

A:標題(A) 
 

[A:標題]タブを表示します。 

B:地層/地点(B) 
 

[B:地層/地点]タブを表示します。 

B':RandL 直接入力(C) 
 

[B'：RandL直接入力]タブを表示します。 

計算出力

(O) 

C:計算結果(C)  液状化計算を実施し[C:計算結果]タブを表示します。 

D:地震時σ v・σ v'(D) 
 
液状化計算を実施し［D：地震時σ v・σ v'］タブを表示します。 

補足(H) 
補足表編集(E)  補足処理に使用する補足表を作成・編集します。 

補足実施(R)  上記の補足表を使用して補足処理を実施します。 

ツール(T) 

ウインドウ表示位置・サイズを記憶(W) 
 
機能を有効とすると、システム終了時のウインドウ表示位置・サイズ（タブレイアウト）を記憶しま

す（次回起動時に復元します）。 

ウインドウを常に最前面に表示(T)  
機能を有効とすると、メイン画面が常に前面に表示され、他の Window に隠れることがありませ

ん。 

ツールバーの表示(V)  ツールバーの表示／非表示を切り替えます。 

ステータスバーの表示(S)  ステータスバーの表示／非表示を切り替えます。 

取り込み条件設定(T)...  ボーリング・土質試験データの取り込み条件を指定します。 

一括処理画面へ(B)...  液状化計算を一括処理（設定および計算・出力）する一括処理画面に遷移します。 

ヘルプ(H) 
操作マニュアル(M) 

 
本操作マニュアルを表示します（PDF 閲覧ソフトウェアがインストールが必要）。 

バージョン情報(V)... 
 
バージョン情報等を表示します。 

 

33..33..  ココンンテテキキスストトメメニニュューー構構成成  

[B:地層/地点][C:計算結果]入力において、マウスの右ボタンをクリックするとコンテキストメニューが表示され

ます。セル選択中（[5.6.編集]以降を参照）とセル編集中とで表示されるコンテキストメニューは変更されます。 

セル編集中の表示メニューについて以下に示します。 

 元に戻す：編集結果をもとに戻します。 

 切り取り・コピー・貼り付け・削除：[編集]機能と同一です。 

 すべて選択：編集中データを選択状態とします。 

 右から左に読む：右寄せとなります。 

 Unicode 制御文字の表示：入力データに Unicode 制御文字が含ま

れている場合に表示します（通常は利用しません） 

 Unicode 制御文字の挿入：入力データに Unicode 制御文字を挿入

します（通常は利用しません） 

 IME（漢字変換）を ON にします。 

 再変換：再度、漢字変換を実施します。 

セル編集中 

青字はVer.1.1～ 
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44..  フファァイイルル関関連連機機能能  

本章では、ファイル関連機能について説明します。 

 

 

 

 

[ファイル]メニューには、主にファイル入出力関係の機能が割り当てられています。 

① 液状化計算データ LIQ PV/Win(.LIQ)、LIQ.NET（.XML）形式のデータが入力ファイルとなります。 

② 液状化計算データ LIQ.NET（.XML）形式データが出力ファイルとなります。 

 

44..11..  新新規規  

新しく液状化計算データの入力編集を行う場合

に選択します。 

編集中データがファイル保存されていない（保

存後に再編集された）場合は破棄注意メッセージ

が表示されますので、編集中データを失いたくな

い場合は[キャンセル]を、問題ない場合は[OK]を

クリックします 

 

 

 

 

 

44..22..  フファァイイルルをを開開くく  

編集元となる液状化計算データを読み込みます

（[A:標題]がアクティブなタブとなります）。 

液状化計算データ LIQ PV/Win(.LIQ)、LIQ.NET

（.XML）形式のデータを指定できます。 

編集中データがファイル保存されていない（保

存後に再編集された）場合は破棄注意メッセージ

が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

44..33..  ボボーーリリンンググ・・土土質質試試験験フファァイイルルをを開開くく  

既存のボーリングおよび土質試験ファイルを基に液状化計算データを入力編集する場合に利用します。 

① [ボーリングファイル]として、ボーリング交換用データ（BED0400.DTD/BED0300.DTD/BED0210.DTD/液状

化計算データ BED0201N.DTD/BED0201.DTD/BED0200.DTD/BED0110.DTD）・柱状-BASE（.BOR）・岩盤柱状

-BASE（.GAN）形式を指定できます。 

② [土質試験ファイル]として、土質試験結果一覧表データ（ST0400.DTD/ST0300.DTD/ST0210.DTD/液状化計算

データ ST0200N.DTD/ST0200.DTD/ST0100.DTD）・土性-BASE（.SRY）形式を指定できます。 

※ [ボーリングファイル]指定は省略できません。 

※ [土質試験ファイル]指定は省略可能です。 

Windows アプリケーションの流儀（Microsoft 流）に従い、[フ
ァイル][フォルダ]関連メニューは最左に配置しており、基本

的にメニュー左側から機能説明していますが、5 章の説明を

先に確認して頂いたほうが解り易いものと思います。 
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ボーリングデータからは標題情報、地層情報、

地点情報を取り込み、土質試験データからは土質

試験情報を取り込みます。 

※ 柱状-BASE・岩盤柱状-BASE 形式や土性

-BASE 形式ファイルを指定した場合は、

その時点で XML形式に変換します。 

※ 土性-BASE 形式ファイルを取り込む為に

は、各試験データに付けた略称や単位を

統一しておく必要があります。 

① [標題情報]・・・青字は CALS データ指定時

のみ 

 [調査件名 ][調査住所 ][調査位置 (経緯

度)][経緯度取得方法][説明][経緯度読取精

度][ボーリング名][孔口標高(m)][地下水位

(GL-m)] 

② [地層情報]・・・青字は CALS3/4 データ指定

時のみ 

 [下限深度(m)][土質名] [土質名記号][岩石群][岩相,岩石] 

③ [地点情報] 

 [計算深度][N 値(回／30cm 液状化計算データに換算する：最大値=1500)] 

※液状化計算データ計算深度は N 値測定中心深度｛N 値測定開始深度＋(貫入量／2)｝(m)とします。 

④ [土質試験情報] 

本システム項目名 記号 単位 土質試験CALS タグ名 備考 

（土質試験深度）  m 上端深度、下端深度 ([上端深度]+[下端深度])/2 

単位体積重量 γ ｔ kN/m3 湿潤密度 g/cm3液状化計算データ→液状化計算データ

kN/m3に単位変換する 

50 パーセント粒径 D50 mm D50  

細粒分含有率 FC % シルト分、粘土分 シルト分＋粘土分 

塑性指数 IP  塑性指数  

10 パーセント粒径 D10 mm D10  

粘土分含有率 PC % 粘土分   

 

※ [計算深度]と[土質試験情報]とのマッチング 

 同一層内に複数の[土質試験情報]がある場合は、

同一層内で、[計算深度]と（土質試験深度）と

の差が最も近い組み合わせが選択されます。 

 [単位体積重量]の場合は、同一層内に複数の[土

質試験情報]がある場合は、層内で平均値を計算

して採用します。 

 同一層内に[土質試験情報]がない場合は、当該

層内の[計算深度]地点データに土質試験情報は

割り当てられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ツール]-[取り込み条件設定]により、ボーリ

ング・土質試験データの取り込み条件（最大

深度・地層の区分）について設定可能となり

ました（Ver.1.1~）。 

詳細は「8.1.1.取り込み条件設定」を参照下

さい。 

「8.1.1.取り込み条件設定」を参照

（Ver1.1~2020/12） 
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⑤ [土性-BASE（.SRY）形式ファイルから取り込む項目定義一覧] 

変換項目 単位 略称 備考 

採取深度（上限） m 深度上限  

採取深度（下限） m 深度下限  

単位体積重量 g/cm3 湿潤密度  

平均粒径 mm 平均粒径 [D50][50%粒径]も可 

細粒分含有率 % シルト分、粘土分 シルト分＋粘土分 

塑性指数 % 塑性指数  

10%粒径 mm 10%粒径 [D10][有効粒径]も可 

粘土分含有率 % 粘土分  

※ 細粒分含有率の指定方法 

細粒分含有率は土性-BASE（.SRY）形式ファイル内において、独立した項目として入力されている場合と、

粒度分布(礫・砂・シルト・粘土：%)として入力されている場合とが考えられます。 

このうち粒度分布として入力されており、シルト・粘土の加算値を細粒分含有率とする場合が多いと思われ

ます。このような場合を考え、細粒分含有率の略称定義項目を 2 つ用意してあります。略称を 2 つとも入力し

た場合は、各試験データの加算値を細粒分含有率とします。 

 

 

44..44..  上上書書きき保保存存  

LIQ.NET（.XML）形式を指定した場合は[上書

き保存]によりデータ更新が可能です。新規、あ

るいはそれ以外を指定した場合は、一度[名前を

付けて保存]により LIQ.NET（.XML）形式ファ

イルを確定させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44..55..  名名前前をを付付けけてて保保存存  

入力中のデータをファイルとして保存します。 

ファイル保存用ダイアログが表示されるため、

保存先フォルダとファイル名を指定します

（CALS4 形式ファイルとして保存します）。 
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44..66..  フファァイイルルリリスストト 11～～55  

既存ファイルの再選択のため、直近で利用した

ファイルを 5 つまでリストアップします。 

当該ファイルをクリックすることで、簡単に既

存データの再入力編集ができます。 

 

 

44..77..  アアププリリケケーーシショョンンのの終終了了  

LIQ.NETを終了します。 

アプリケーションコントロールでの[閉じる]操

作や、メインウィンドウ右上の[閉じる]ボタン

（      ）をクリックも同一操作となります。 

編集中データがファイル保存されていない（保

存後に再編集された）場合は破棄注意メッセー

ジが表示されますので、編集中データを失いた

くない場合は[キャンセル]を、問題ない場合は

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

MMeemmoo  
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55..  デデーータタ入入力力  

各入力項目は、様式毎に自由にレイアウト可能なタブ上に整理されています。 

入力に必要となるタブをクリックし、各入力項目にデータをキー入力します。 

 

55..11..  タタブブ（（様様式式））のの切切りり替替ええ  

[A:標題]、[B:地層/地点]、[B’:RandL 直接入力]の 3 つのタブから構成されておりタイトルが画面下部に表示されて

います。このタブタイトルをクリックすることで切り替えることが可能です（[入力編集]メニューからも可能）。 

切り替わったタブが前面に表示され、入力内容の確認あるいはデータ入力が可能となります。 

この、前面に表示され入力可能なタブをアクティブなタブ（それ以外のタブを非アクティブなタブ）と称します。 

画面右上の（▼）からも切り替えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..22..  タタブブののレレイイアアウウトト  

自由にタブをレイアウトし関連情報を一覧にて視認することで、効率的なデータ入力を行えるよう機能実装され

ています。 

① レイアウトしたいタブタイトルをドラッグします。 

② ドッキングマークが表示されるため、配置したいドッキングマーク上でドロップします。 

③ そのまま Window 外までドラッグ＆ドロップすることで、タブを独立した Window とすることも可能です。 

独立した Window とした場合は、タブタイトルではなく Window タイトルをドラッグ＆ドロップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示中タブ

の切り替え 

❶[A:標題]タブ

をドラッグ 

❷ ドッキングマ

ークが表示される 

❸右側にドッキン

グしたい場合は右

側にドロップ 

❹上側にドッキン

グしたい場合は上

側にドロップ 

❺ドッキングマー

ク以外でドロップ

すると 

❻[A:標題]タブが独立

した Window となる 

メニューからのタブ

の切り替えも可能 

ツールバーからのタブ

の切り替えも可能 
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 [A:標題]、[B:地層/地点]、[B’:RandL 直接入力]を並べて入力することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..33..  [[AA::標標題題]]  

[A:標題]は標題および計算条件などを入力します。 

青字で示されている項目は総合図表示項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震外力を震度で与える[道

路橋示方書]式選択時に[外力

設定]をクリックすると、指針

に沿った外力設定を行うこと

ができます。 

A:標題 

マウスをドラック＆ド

ロップすることでサイ

ズ調整が可能です。 

B:地層/地点 

B’:RandL 直接入力 
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項目名 形式 省略 備考 

調査件名 文字 可 液状化計算データの識別タイトルを入力 

調査住所 文字 可 ボーリング地点の住所を入力 

調査位置 整・数 可 ボーリング地点の経緯度を入力 

地理院地図から   [1.4.位置座標を地理院座標から設定]を参照 

経緯度取得方法 コード 可 緯度経度の取得方法を選択 

説明 文字 可 取得方法に関する補足説明を入力 

経緯度読取精度 コード 可 緯度経度の読取精度を選択 

ボーリング名 文字 可 現場におけるボーリング名を入力 

標高基準 文字 可 [T.P.][A.P.]等の任意の標高基準を入力 

孔口標高 実数 可 [標高基準]に対応した孔口標高を入力 

地下水位 実数 不可 単位：GL-m  地下水位が孔口標高より高い場合(河川上・海上ボーリングデー

タ)はマイナスを付けて入力します 

適用式 コード 不可 液状化計算式を選択 

適用式計算対象範囲 文字  適用式選択時にセットされます  

水平加速度 実数 不可 地震外力は加速度（gal）で与えます（港湾式を除く）が[地震外力設定]補助機能

の利用が可能です 

地震動タイプ コード 不可 道路橋式・下水道施設式で使用 

マグニチュード 実数 不可 建築基礎式で使用 

低減係数 実数 不可 初期値：0.015  ※ 都土セン式の低減係数は 0.025 

FL 補間方法 コード 不可 1.7.PL 計算に対する補足説明（[直線補間]と[矩形補間]）を参照 

単位換算値 実数 不可 [kgf→N]単位換算係数 規定値：1kgf=10N ※ LIQ/PV (1kgf=9.8N)と異なります 

非液状化層厚(H1) 実数 可 [宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針]での[非液状化層厚]を強制的

に指定する場合に入力する 

地震時の地盤高差異 実数 可 地盤調査後の盛土（切土）により[調査時のσ v/σ v']と[地震時のσ v/σ v']とが

異なる場合に対応した処理となります。 

[道路橋, 高圧ガス, 下水道, 港湾]式の新パラメータ 

6.1.3.[D:地震時σ ｖ/σ ｖ']を参照下さい 

地震時の上載圧増分 実数 可 

地震時の地下水位 実数 可 

堤体の判定 

(道路橋示方書式

[2012]選択時のみ有

効) 

チェッ

ク 

不可 [河川構造物の耐震性能照査指針・解説（Ⅱ.堤防編）平成28年3月 国土交通省

水管理・国土保全局地水課]および[河川堤防の耐震点検マニュアル 平成 28 年

3 月 国土交通省水管理・国土保全局地水課]に対応しました。 

これらによる液状化判定を実施する場合は[A:標題情報]において[適用式]を道

路橋示方書式とし、[堤体の判定]を✔（チェック）します。 

詳細は「5.4.3.河川構造物の耐震性能照査指針・解説（Ⅱ.堤防編）/耐震点検マニ

ュアル（平成 28 年 3 月）に従う場合」を参照して下さい。 

項目名が赤色のものは、総合図表示項目です。 

 

※ 水平加速度 

No 計算式 水平加速度 説明（重力加速度：980gal） 

1 道路橋示方書式 (2012/2017) Khgl×980 Khgl：地盤面における設計水平震度 

2 建築基礎構造設計指針式 (2019)  α max α max：地表面における設計用水平加速度(cm/s2) 

m/s2に単位変更となりましたが他式との統一のため

(cm/s2=gal)にて入力します（Ver1.1～）。 

3 危険物の規則に関する政令 

(1974/1976/1994) 

Ks×980 Ks：液状化判定用設計震度 

4 高圧ガス設備等耐震設計指針 

(1997/2000) 

KH×980 KH：地表面における水平震度 

5 下水道施設の耐震対策指針 (2014) Khc×980 Khc：液状化判定用設計震度 

6 下水道施設の耐震対策指針 (2006) Khgl×980 Khgl：地盤面における設計水平震度 

7 鉄道構造物等設計式[L1 地震時] (2012) α max α max：地表面最大加速度(gal) 

8 東京都土セン式 (1987/2012) α max α max：地表最大加速度(gal) 

[建築基礎構造設計指針 2019 年 11 月 25 日 第 3 版]に対応し、 

建築基礎構造設計指針(2001→2019)を改定しました（Ver1.1~2020/01） 
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55..44..  [[BB::地地層層//地地点点]]  

55..44..11..  入入力力項項目目  

[B:地層/地点]では、地層情報および地点情報データを入力します。 

地層/地点情報は浅いものから順に入力します(深度が逆転してはいけません)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地層情報には地層に関する情報をキー入力します。 

項目名 形式 省略 備考 

地層 No － － 1 から始まる連続番号(表示のみ) 

下限深度 実数 不可 層の下端深度 単位：m 

γt (単体) 実数 不可 単位体積重量 単位：kN/m3 

土質名 文字 可 土質名称(省略した場合、[総合図]において柱状図記号が省略される) 

地点情報には計算地点に関する情報をキー入力します。 

項目名 形式 省略 備考 

地点 No － － 1 から始まる連続番号(表示のみ) 

計算深度 実数 不可 
GL-20m 以深の FL 計算地点についても計算します 

（不要な場合は地点情報の全てを削除）。単位：m 

N 値 実数 不可 単位：回/30cm 

D50 実数 不可 (50%)平均粒径 単位：mm 

FC 実数 不可 細粒分含有率 単位：% 

IP 実数 可 塑性指数 N.P.の場合は[-1.0]を入力する 

D10 実数 可 10%粒径 単位：mm 

PC 実数 可 粘土分含有率 単位：% 

道（土質区分） コード 不可 
土層区分 [1:砂質土 2:礫質土]  

道路橋式(2012)、高圧ガス式、下水道式で使用 

除（除外データ） 整数 可 
計算対象除外とする場合、本項目に何らかのデータを入力する(詳細は[除外

データの取り扱い]を参照) 

土質名 － － 計算深度に対応した土質名を表示 

地層情報 地点情報 

[総合図]の柱状図模様をユーザが指定（編

集）する場合はチェックします（5.4.4 参照） 
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※ 単位体積重量の補足説明 

地下水位の上・下で単位体積重量を変更する場合は、地下水位で地層情報を分割（層を追加）し、上層に[γt]、

下層に[γt sat（飽和単位体積重量）]を入力します。 

※ 除外データの取り扱い 

(1) 明らかに液状化しないと判断される場合[除外データ]を指定します。 

(2) 除外データは FL 計算を行わないため、[計算深度]以外のデータ入力を省略することが可能です。 

(3) 除外データに指定されると FL 計算を行わず、PL 算定時には FL>2 として扱います(計算式で規定されている

液状化計算対象外となった場合と同様の取り扱いです)。 

(4) 計算地点そのものを除外している訳ではないため、除外指定した地点がない場合とは PL 算定結果が異なり

ます。 

 

計算式に応じて必要な入力項目が変わります（不要項目フィールドはロックあるいは非表示となります）。 

No 対象計算式 
深

度 

N

値 
D50 FC IP D10 PC 省略時の処理 

1 道路橋示方書式 (2012/2017) 〇 〇 〇 〇 △ △ 
 

IP 省略時:FC35%以下を対象。D10 省

略時：D50 が 10mm 以下を対象 

2 
建築基礎構造設計指針式 

(2019) 
〇 〇 〇 〇 △ 

 
△ 

IP 省略時:IP により判断しない。PC 省

略時：PC により判断しない 

3 
危険物の規則に関する政令 

(1974/1976/1994) 
〇 〇 〇 〇 

    

4 
高圧ガス設備等耐震設計指針 

(1997/2000) 
〇 〇 〇 〇 △ △ △ 

IP 省略時:FC35%以下を対象。D10 省

略時：D50が10mm以下を対象。PC省

略時：PC により判断しない 

5 
下水道施設の耐震対策指針 

(2014) 
〇 〇 〇 〇 △ △ 

 

IP 省略時:FC35%以下を対象。D10 省

略時：D50 が 10mm 以下を対象 

6 
下水道施設の耐震対策指針 

(2006) 
〇 〇 〇 〇 △ △ 

 

IP 省略時:FC35%以下を対象。D10 省

略時：D50 が 10mm 以下を対象 

7 
鉄道構造物等設計式 

[L1 地震時] (2012) 
〇 〇 〇 〇 

 
△ △ 

D10 省略時：D50 が 10mm以下を対

象。PC 省略時：FC35%以下を対象 

8 東京都土セン式 (1987/2012) 〇 〇 〇 〇 △ 
  

IP 省略時:FC35%以下を対象 

※ 入力必須：〇、任意：△、入力不要：空欄 

55..44..22..  土土質質名名入入力力  

土質名入力補助機能があります。 

① 入力したい行あるいはセルを選択します。 

② [土質名入力]ボタンをクリックします。→入力補助ダイア 

ログが表示されます。 

③ 既に入力中の土質名がある場合、追加か置換かをクリック 

します。 

④ 必要に応じて使用するタブを切り替えます。 

⑤ 土コードは、補助名称(混)・補助名称(質)・土コードをクリッ 

クし、[入力]ボタンをクリックします。 

⑥ 土コード以外は各項目をクリックします。 

⑦ 項目選択→[互層（・）入力]→項目選択により互層

データが入力できます。 

⑧ ダイアログの   をクリックするとダイアログ

表示が終了します 

 

 

 

❷ 

➊ 

❸ 

❹ 

❺ 

❼ 

柱状-BASE.NET の[地質区分名・土質名入力]

機能と同一です。 
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55..44..33..  河河川川構構造造物物のの耐耐震震性性能能照照査査指指針針・・解解説説（（ⅡⅡ..堤堤防防編編））//耐耐震震点点検検ママニニュュアアルル（（平平成成 2288 年年 33 月月））

にに従従うう場場合合  

(1) 河川構造物の耐震性能照査指針・解説（Ⅱ.堤防編）平成 28 年 3 月 国土交通省水管理・国土保全局地水課 

http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/bousai/wf_environment/structure/pdf/ref06-20160331.pdf 

(2) 河川堤防の耐震点検マニュアル 平成 28 年 3 月 国土交通省水管理・国土保全局地水課 

http://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/bousai/wf_environment/structure/pdf/ref02-2.pdf 

による液状化検討を行う場合は、 

① [A:標題]において[適用式]を道路橋示方書式（2012）とし、[堤体の判定]を✔（チェック）します。 

 [繰返し三軸強度比ＲL]の算定方法が[河川構造物の耐震性能照査指針・解説（Ⅱ.堤防編）6.3.(3)：平成 28

年 3 月]に変更されます。 

② [最大体積ひずみ(εvmax)]欄が表示されるため、堤体の最大体積ひずみを入力します。 

 少数第 2 位の指数入力となります。 

③ [地点]一覧表に[R 補正]欄が表示されるため、堤体の最大体積ひずみによる繰り返し三軸強度比 R の補正計算

を実施する計算地点を✔（チェック）します。 

 最大体積ひずみが未入力の場合は、チェックしても補正されません。 

④ 補正後の繰返し三軸強度比は[C:計算結果]画面の[R＊]欄に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

εvmax＝(k・σv')／(γw・H^2)・td 

RL*＝log10(65000・εvmax＋10)・RL 

 εvmax ：最大体積ひずみ 

 k ：液状化が懸念される堤体土層の透水係数(m/秒) 

 σv' ：液状化が懸念される堤体土層中央の有効鉛直応力(kN/m2) 

 γw ：水の単位体積重量(kN/m3) 

 H ：液状化が懸念される堤体土層の厚さ(m) 

 td ：地震動継続時間(秒)。一般に、地震動タイプによらず 10 秒。 

 RL* ：補正後の繰返し三軸強度比 

 RL ：補正前の繰返し三軸強度比 

 

 

 

 

➊ 

➊ ❷ 

❸ 



5.データ入力 

 

5-7 
 

55..44..44..  [[総総合合図図]]のの柱柱状状図図模模様様おおよよびび背背景景色色ににつついいてて  

LIQ.NET では総合図の柱状図模様および背景色は、柱状-BASE.NET と同様

に「ボーリング柱状図及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説（平

成 27 年 6 月）」の規定に従い出力されます。 

一方、「Kiso-Cloud・液状化簡易判定サービス」および LIQ/PV Win では、柱

状-BASE/Win と同様の柱状図模様となり背景色設定機能はありません（液状

化簡易判定サービスについては次回 Version UP にて機能改良予定です）。 

一般的な土質名であれば柱状図模様および背景色のための指定をユーザが

特別実施する必要はなく LIQ.NET に任せておくことで、柱状-BASE.NET に

よる指定に従うため特に問題はありませんが、規定に従わない特別な設定を

行いたい場合などは[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを直接指定する

ことも可能です。 

独自の柱状図模様および背景色の設定は、柱状-BASE.NET により指定しま

す（マニュアル「4.5.柱状図背景色設定」「4.6.柱状図模様設定」を参照下さい）。 

 

((11))  LLIIQQ..NNEETT にに任任せせてておおくく場場合合  

① 総合図の柱状図模様および背景色の指定を LIQ.NET に任せる場合は、

[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを編集を✔（チェック）しません。 

② この場合、液状化計算データ保存および液状化計算処理に先立って、土

質名から[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを自動的に補間し、各コ

ードに従った柱状図模様および背景色が表示されます。 

 柱状-BASE.NET において全ての土質名を選択し、選択行の[土質名記

号]以降を補間をクリックした場合と同様の補

間が行われます。 

 補間方法の詳細を確認したい場合は、柱状

-BASE.NET マニュアル「8.2.土質名から記号・

岩石群・コードの補間方法」を参照下さい。 

③ CALS3 および CALS4 形式のボーリング交換用データをもとに液状化計算データを作成した場合は、ボーリ

ング交換用データにおいて規定されていた[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを引き継ぎます。 

④ [岩石・土コード]補間方法は、[コードを拡張する][柱状図模様設定コードを補間]ともにデフォルトで✔（チェ

ック）されています。 

 [コードを拡張する]を✔（チェック）することで「●●●●混じり▲▲▲▲質■■■■」など拡張補間機能

が利用できます。 

 [柱状図模様設定コードを補間]を✔（チェック）することで、柱状

-BASE.NET の[柱状図模様設定]機能により独自拡張した模様（背景

色）を補間します。 

 

((22))  ユユーーザザがが指指定定（（編編集集））すするる場場合合  

① 総合図の柱状図模様および背景色をユーザが指定

する場合は、[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コー

ドを編集を✔（チェック）します。 

② [土質名記号][岩石群][岩相,岩石]入力欄が表示され、

記号・コードの入力が可能となります。 

③ 土質名から記号・岩石群・コードを補間する機能が

表示されます（柱状-BASE.NET と同一機能です）。 

④ [地層]一覧表と[地点]一覧表との表示領域を調整す

る機能が表示されます。 

 [地層]一覧表と[地点]一覧表との境界をマウス

ドラッグすることでも表示領域を変更すること

が可能です（ ）。 

➊ 

❷ 

➊ 

❷ 

❸ ❹ 
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⑤ 「地質・土質成果電子納品要領：平成 28 年 10 月」

表 2-12～表 2-20 に従い[土質名記号][岩石群][岩相,

岩石]コードを入力します。 

⑥ [土質名入力]クリックにより、土質名（工学的地質

区分名）・現場土質名、土質名記号、岩石群、岩石

コード、岩相コードの入力補助機能を利用できます

（「5.4.2.土質名入力」を参照）。 

⑦ [土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを入力した

い行あるいはセルを選択し、選択行の[土質名記号]

以降を補間をクリックすることで[土質名記号][岩

石群][岩相,岩石]コードが自動補間されます（詳細

は柱状-BASE.NET マニュアル「8.2. 土質名から記

号・岩石群・コードの補間機能」を参照）。 

 [コードを拡張する]を✔（チェック）することで「●●●●混じり▲▲▲▲質■■■■」など拡張補間機能

が利用できます。 

 [柱状図模様設定コードを補間]を✔（チェック）することで、柱状-BASE.NET の[柱状図模様設定]機能によ

り独自拡張した模様（背景色）を補間します。 

⑧ [交換用データから補間]をクリックすることで、既存のボーリング交換用データ（CALS3 あるいは 4 形式）か

ら[土質名記号][岩石群][岩相,岩石]コードを自動補間することが可能です（詳細は柱状-BASE.NET マニュアル

「1.15.交換用データから[土質名記号]以降を補間」を参照）。 

 

 

55..55..  [[BB’’::  RR  aanndd  LL 直直接接入入力力]]  

LIQ.NET の取り扱う計算式の内、[港湾施設の基準式]

以外の計算式では、計算地点における液状化の程度を

FL=R/L の形式で取り扱います。 

通常、これらの R 及び L は指定された計算式により

算定されますが、他の方法により R 及び L（動的土質

試験等により R、地震応答計算等により L）を求める場

合があります。よって、計算式以外の方法により R 及

び L を求めた場合の液状化計算に対応するため、R 及

び L の直接入力機能があります。 

① [計算深度][N 値]に対応した、[動的せん断強度比 

R][地震時せん断応力比 L]を入力します。  

 

項目名 形式 省略 備考 

地点 No(表示のみ) － － 1 から始まる連続番号 

計算深度(表示のみ) 実数 不可 GL-20m 以深の FL 計算地点についても計算します 

（不要な場合は地点情報の全てを削除）。単位：m 

N 値(表示のみ) 実数 不可 単位：回/30cm 

動的せん断強度比 実数 可 動的せん断強度比(R) 

地震時せん断応力比 実数 不可 地震時せん断応力比(L) 

※ [B'：R and L 直接入力]画面では[行挿入・行削除・行上へ・行下へ・ソート]機能はありません。 

※ [B'：R and L 直接入力]画面では[B:地層/地点] 入力画面での[地点情報一覧表]の[行挿入・行削除]処理に 

追随しません（地点情報確定後に R/L を入力して下さい）。 

※ 港湾施設の基準式(2012/2017)を選択した場合は[B'：R and L 直接入力]タブは無効となります。 

 

 

 

❺ 

❻ ❼ ❽ 

➊ 
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55..66..  編編集集  

本節以降では[編集]メニューに割り当

てられている機能について説明します。 

 

55..66..11..  項項削削除除  

① 削除したいセルを（範囲）選択します。 

→範囲選択：開始セルをクリックし、終了セルを[Shift]キーを押しながらクリッ

クします。 

② [編集]-[項削除]をクリック（ツールバー及びコンテキストメニューからも操作可

能）します。 

③ 選択中セルの入力データを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..66..22..  行行挿挿入入  

① 行挿入位置の行（あるいはセル）を挿入行分だけ選択します。 

→行選択： No 欄で範囲選択すると行選択となります。 

② [編集]-[行挿入]をクリック（ツールバー及びコンテキストメニューからも操作可能）します。 

③ 選択された範囲行の上に（範囲行分の）行を挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..66..33..  行行削削除除  

① 行削除したい範囲の行を選択します。 

→行選択： No 欄で範囲選択すると行選択となります。 

② [編集]-[行削除]をクリック（ツールバー及びコンテキストメニューからも操作可能）します。 

③ 選択された範囲行を削除します。 

➊ 

❷ 

❸ 

2 列選択しているため

2 列挿入された 

➊ 

❷ 

❸ 

最大 200 行まで入力可能であり、それを超えたデ

ータは消去されます。 

❷ 

❷ 
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55..66..44..  行行上上へへ  

① 上に移動したい範囲の行を選択します。 

→行選択： No 欄で範囲選択すると行選択となります。 

② [編集]-[行上へ]をクリック（ツールバー及びコンテキストメニューからも操作可能）します。 

③ 選択された範囲行を上に 1 行移動し、上の行を範囲下に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

55..66..55..  行行下下へへ  

① 下に移動したい範囲の行を選択します。 

→行選択： No 欄で範囲選択すると行選択となります。 

② [編集]-[行下へ]をクリック（ツールバー及びコンテキストメニューからも操作可能）します。 

③ 選択された範囲行を下に 1 行移動し、下の行を範囲上に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 行選択しているため

3 行削除された 

➊ 

❷ 

❸ 

3 行目を 6 行目に移動 

➊ 

❷ 

❸ 

7 行目を 4 行目に移動 

➊ 

❷ 

❸ 

❷ 

❷ 

❷ 

行削除のショートカットキーをDからEに

変更しました（Ver.1.1～）。 
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55..66..66..  昇昇順順ソソーートト・・降降順順ソソーートト  

① ソートキーとなるセルを選択します。 

② [編集]-[昇順ソート]あるいは[編集]-[降順ソート]をクリック（ツールバー及びコンテキストメニューからも操

作可能）します。 

③ 選択されたセルの列をキーとして昇順あるいは降順にソートします。 

④ 列タイトルをクリックすると、クリックした列をソートキーとして昇順⇔降順ソートされます（ソートされ

ない一覧表もあります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..66..77..  取取りり消消すす  

① [編集]-[取り消す]をクリックします。 

② 直前に実施された[行挿入]～[降順ソート]処理が取り消されます。 

→本機能は 1 段階のみ戻すことが可能であり、データ入力等処理により無効となるため、行指定コマンド後、

直ぐに利用するようにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55..66..88..  切切りり取取りり・・ココピピーー・・貼貼りり付付けけ  

① 切り取り：選択中セルの入力データを削除し、切り取った（削除した）データをクリップボードにコピーし

ます。項削除と同一操作となります。 

② コピー：選択されたセルのデータをクリップボードにコピーします。 

③ 貼り付け：選択されたセルに、クリップボードにコピーしたデータを貼り付けます。 

 

 

 

計算深度をキーとし

て降順ソートされた 

➊ 

❷ 

❸ 

計算深度キーによる降順ソ

ートが取り消された 

➊ 

❷ 

❹ 

❷ 

➊ 
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55..66..99..  一一覧覧表表のの 22 つつののモモーードド  

[地層][地点]一覧表は、以下に示す 2 つのモードを持っており、ユーザが入力状況に応じて切り替えて利用するこ

とができます。 

 

(1) 通常モード 

① MS Excel と（ほぼ）同様の動作モードなり

ます。 

② マウスクリック・矢印キー等によりセル範

囲を選択し、選択したセルに対して編集指

定を行っていきます。 

③ また、キー入力を行う事でカレントセルが

入力モードに自動的に遷移します。 

④ セル編集とセル入力が自動的に切り替わる

ため、通常の入力作業時には本モードを選

択します。 

⑤ [常時入力モード]がOFFの状態が[通常モー

ド]です。 

 

(2) 常時入力モード 

① キーパンチャなどがデータのキー入力を一

括して実施する場合に選択します。 

② セル選択により当該セルが入力モードとな

ります。 

③ 編集モードに移行しない分、キー入力処理

には効率的ですが、複数セルへの編集操作

はできません。 

④ [編集]-[常時入力モード]クリックにより通

常⇔常時入力が切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常モード 

常時入力モード 
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66..  液液状状化化計計算算おおよよびび図図表表出出力力  

液状化計算の実施方法および各種図表出力方

法について説明します。 

 

 

66..11..  液液状状化化計計算算  

液状化計算を実施する場合は、以下の操作を行

います。 

① メニュー[計算出力]-[C:計算結果]をクリッ

ク 

② メニュー[計算出力]-[D:地震時 σv・σv’]をク

リック 

③ [C:計算結果] [D:地震時 σv・σv’]ツールバー

ボタンをクリック 

 

 

66..11..11..  エエララーーチチェェッックク  

上記操作により[A:標題][B:地層/地点]の入力デ

ータについてエラーチェックを行い、エラーが

なければ指定された計算結果画面を表示します。 

① エラーまたはワーニングがあれば[データ

チェック]ダイアログを表示します。 

② ワーニング時は[強制実行]をクリックする

と液状化計算を実施します。 

③ データチェック内容の詳細は、【データチェ

ックの内容】（下表）を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データチェックの内容】以下の 22項目について実施・・・判定（○=OK、△=Warning、×=Error） 

No チェック項目 データの状態 
判

定 

道

示 

建

築 

危

険 

高

圧 

下

14 

下

06 

鉄

道 

都

土 

港

12 

港

07 
備考 

1 
孔口標高が入力

されているか 

0.0 以外の数字が入力

されている 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 未入力 △ 

0.0 が入力されている △ 

2 
地下水位が入力

されているか 

0.0 より大きな数字が

入力されている 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 0.0 が入力されている △ 

未入力 × 

3 
水平加速度が入

力されているか 

0.0 より大きな数字が

入力されている 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 
 0.0 が入力されている △ 

未入力 × 

4 
地層情報が入力

されているか 

地層情報数が１以上 ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 地層情報数が０以下 × 

5 

地層下限深度に

０あるいは未入

力データがない

か 

全ての地層下端深度

が０より大きい 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
No4 が×の場合はチ

ェックしない 地層下端深度が０以

下のデータがある 
× 

➊ 

❷ 

➊ 
❷ 

❸ 

❸ 
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【データチェックの内容】以下の 22項目について実施・・・判定（○=OK、△=Warning、×=Error） 

No チェック項目 データの状態 
判

定 

道

示 

建

築 

危

険 

高

圧 

下

14 

下

06 

鉄

道 

都

土 

港

12 

港

07 
備考 

6 

地層下限深度が

小さい順に並ん

でいるか 

I 番目の深度＜I+1 番

目の深度が成立 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
No4・No5 が×の場合

はチェックしない 
地層情報数＝１ △ 

I 番目の深度＜I+1 番

目の深度が不成立 
× 

7 

単体重量に０あ

るいは未入力デ

ータがないか 

全ての単位体積重量

が０より大きい 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 単位体積重量が０ △ 

未入力 × 

8 
土質名が全て入

力されているか 

全てが入力されている ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

No4 が×の場合はチ

ェックしない 未入力のデータがある △ 

9 
地点情報が入力

されているか  

計算深度情報数－除

外データ＞０ 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
 計算深度情報数－除

外データ≦０ 
× 

10 

計算深度に０あ

るいは未入力デ

ータがないか 

全ての計算深度が０よ

り大きい 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
No9 が×の場合はチ

ェックしない 計算深度が０ △ 

計算深度が未入力 × 

11 

計算深度が小さ

い順に並んでい

るか 

I 番目の深度＜I+1 番

目の深度が成立 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
No9・No10 が×の場

合はチェックしない 
計算深度情報数＝１ △ 

I 番目の深度＜I+1 番

目の深度が不成立 
× 

12 
N 値に未入力デ

ータがないか 

未入力のデータがある △ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

No9 が×の場合はチ

ェックしない それ以外 ○ 

13 

50%粒径(D50)に

０あるいは未入

力データがない

か 

未入力のデータがある × 

○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － 
No9 が×の場合はチ

ェックしない それ以外 ○ 

14 

細粒分含有率

(FC)に未入力デ

ータがないか 

未入力のデータがある × 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
No9 が×の場合はチ

ェックしない それ以外 ○ 

15 

塑性指数(IP)に０

あるいは未入力

がないか 

未入力のデータがある △ 

○ ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 
それ以外 ○ 

16 

10%粒径(D10)に

０あるいは未入

力データがない

か 

未入力のデータがある △ 

○ － － ○ ○ ○ ○ － － － 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 
それ以外 ○ 

17 

粘土分含有率

(PC)に０あるいは

未入力がないか 

未入力のデータがある △ 

－ ○ － ○ － － ○ － － － 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 
それ以外 ○ 

18 

地層最下限深度

より大きな計算

深度がないか 

地層最下端深度≧計

算深度最下端 
○ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

No5・No12 が×の場

合はチェックしない 

―：チェックしない 
地層最下端深度＜計

算深度最下端 
× 

19 

道路橋式対応の

土層区分[道橋]

に未入力データ

がないか 

2017 式は未確認 

未入力のデータがある × 

○ － － ○ ○ ○ － － － － 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 

道示(2017)の場合は

チェックしない 

それ以外 ○ 

20 

最大せん断応力

（τ max）に未入

力データがない

か 

未入力のデータがある × 

－ － － － － － － － ○ ○ 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 
それ以外 ○ 

21 

粒径範囲に未入

力データがない

か 

未入力のデータがある × 

－ － － － － － － － ○ ○ 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 
それ以外 ○ 

22 

有効波数（Nef）

に未入力データ

がないか 

未入力のデータがある × 

－ － － － － － － － ○ － 

No9 が×の場合はチ

ェックしない 

―：チェックしない 
それ以外 ○ 
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66..11..22..  [[CC::計計算算結結果果]]    

指定された液状化計算結果を表示します。 

① 計算式通りではないイレギュラーな状態に対応するため、計算項目の編集（キー入力）が可能です。   

 地下水位・適用式・適用式計算対象範囲は編集できません。 

 編集に応じて再計算されるわけではなく、あくまで出力項目の強制変更となります。 

 液状化計算を再実行することで編集結果は無くなってしまいます。  

 FL値の修正により、FL分布図グラフは変更されます。 

 N 値の修正により、N 値分布図グラフは変更されます。 

 編集結果を保存する場合は[ファイル]-[上書き保存]あるいは[ファイル]-[名前を付けて保存]します。 

② 各図表を作成するには[総合図][宅地の判定図][一覧表]ボタンをクリックします。  

 詳細は[6.2.1.液状化総合図][6.2.2.宅地の判定図][6.2.3.計算結果一覧表]を参照して下さい。 

 [宅地の判定図]ボタンは計算式[道路橋示方書式(2012/2017)] [建築基礎構造設計指針式(2001)]のときのみ使

用可能となります。 

③ [形式・Excel]をクリックすると[計算結果一覧表]部分を Excel97-2003 形式で出力、[形式・CSV]をクリックす

ると計算結果を CSV 形式で出力します。 

 詳細は[6.3.1.Excel 出力][6.3.2.CSV 出力]を参照して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊ 

❷ ❸ 

建築基礎構造設計指針式(2001→2019)更新に伴

い、[C:計算結果]・総合図・一覧表・Excel&CSV

出力において単位変更（水平加速度：gal→m/s2  

Dcy：cm→m）を行いました（Ver.1.1～）。 
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66..11..33..  [[DD::地地震震時時σσvv//σσvv’’]]    

地盤調査後の盛土（切土）により[調査時のσ

v/σv']と[地震時のσv/σv']とが異なる場合に対

応した処理となります。  

[道路橋示方書式(2012/2017)][高圧ガス設備等

耐震設計指針式(1997/2000)][下水道施設の耐震

対策指針式(2014)][下水道施設の耐震対策指針式

(2006)][港湾施設の基準式(2012)][港湾施設の基準式(2007)]で有効となります。 

 

以下の項目をキー入力します。 

地震時の地盤高

差異(m) 

[地震時の地表面高さ]-[調査時の地表面高

さ]を入力します。 

切土の場合は、負の値を入力します。 

省略時：差異0m となります。 

地震時の上載圧

増分(kN/m2) 

盛土による圧力の増加分を入力します。 

切土の場合は、負の値（切土による上載圧減

少分）を入力します。 

省略時：差異0m となります。 

地震時の地下水

位(m) 

地震時の地下水位を GL-m で入力します。 

省略時：調査時の地下水位と同じ値となりま

す。 

 

計算結果は[D:地震時σv/σv’]タブから確認します。 

 [地震時のσv/σv']は総合図（計算結果一覧表）に表示されないため、本タブで確認して下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時 

計算深度（m） 
計算深度（調査時）が表示

されます 

σ v（kN/m2） 
各計算深度（調査時）に対

するσ v が表示されます 

σ v’（kN/m2） 
各計算深度（調査時）に対

するσ v’が表示されます 

地震時 

計算深度（m） 
計算深度（地震時）が表示

されます 

σ v（kN/m2） 
各計算深度（地震時）に対

するσ v が表示されます 

σ v’（kN/m2） 
各計算深度（地震時）に対

するσ v’が表示されます 
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66..22..  図図表表出出力力  

LIQ.NETが出力可能な図表（液状化総合図・宅地の

判定図・計算結果一覧表）について説明します。 

66..22..11..  液液状状化化総総合合図図    

FL 分布図・N 値分布図・計算結果一覧表を組

み合わせた[液状化総合図]を出力可能です。 

① [C:計算結果]において[総合図]をクリックす

ると[液状化総合図]作成機能が起動します。 

② [N 値表示]を✔（チェック）すると N 値分

布図グラフが表示されます。 

③ 計算式[道路橋示方書式(2012/2017)] [建築基

礎構造設計指針式(2001)]のとき、[宅地判定

表示]の✔（チェック）の有無により液状化

総合図の標題部が切り替わります。 

④ 柱状図の縦方向縮尺が指定可能となりまし

た（省略時は 1/250 となります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [調査位置（経緯度）][標高]が未入力の場合、標題部の当該行を表示しません。 

 

((11))  [[フファァイイルル]]  

① [ファイル]-[開く]をクリックすると[フ

ァイルを開く]ダイアログが表示される

ため、液状化計算データを指定します。 

 LIQ.NET（.XML）形式のデータのみ

指定できます。 

② [ファイル]-[印刷]あるいはツールバー

の  をクリックすると[印刷]ダイア

ログが表示されるため、印刷に使用する

プリンタおよび印刷設定を行い、[印刷]

をクリックします。 

③ [ファイル]-[Acrobat で PDF として保

存]あるいはツールバーの  をクリッ

クするとファイル保存用ダイアログが

表示されるため、保存先・ファイル名を

指定します。 

④ [ファイル]-[アプリケーションの終了]をクリックすると、[液状化総合図]作成機能を終了します。 

N 値表示=ON, 宅地の判定表示=ON

報 

N 値表示=OFF, 宅地の判定表示=OFF

報 

❶ ❷ ❸ ❹ 

建築基礎構造設計指針式(2001→2019)更新に伴

い、[C:計算結果]・総合図・一覧表・Excel&CSV

出力において単位変更（水平加速度：gal→m/s2  

Dcy：cm→m）を行いました（Ver.1.1～）。 
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((22))  [[表表示示]]    

① [表示]-[拡大表示]あるいはツールバーの   をク

リックする（[CTRL]キーと[+]キーとを同時に押す）

と、総合図を拡大表示します。Windows 内に表示

しきれなくなるとスクロールバーが表示されるた

め、スクロールバーをドラッグ＆ドロップして表示

範囲を移動します。 

② [表示]-[縮小表示]あるいはツールバーの  をク

リックする（[CTRL]キーと[-]キーとを同時に押す）

と、総合図を縮小表示します。 

③ [表示]-[原寸（100%）表示]あるいはツールバーの   

  をクリックする（[CTRL]キーと[1]キーとを同

時に押す）と、総合図を 100%表示します。 

④ [表示]-[ページ幅を基準に表示]あるいはツールバ

ーの  をクリックする（[CTRL]キーと[2]キーと

を同時に押す）と、総合図幅を Window 幅として表

示します。 

⑤ [表示]-[ページ全体を表示]あるいはツールバーの   

  をクリックする（[CTRL]キーと[3]キーとを同

時に押す）と、総合図幅を Window 幅として表示し

ます。 

((33))  [[ヘヘルルププ]]  

① [ヘルプ ]-[ヘルプの表示 ]をクリックすると、

LIQ.NETマニュアル（PDF 形式）が表示されます。 

② [ヘルプ]-[バージョン情報]をクリックすると[液状

化総合図]作成機能のバージョン情報を表示します。 

 

 

((44))  用用紙紙ササイイズズにに収収ままららなないい場場合合（（VVeerr..11..00..22..00～～））  

液状化総合図ではページング処理（複数用紙に描画を分ける機能）を行わないため、指定用紙サイズに収まらな

い場合は、使用する用紙サイズを大きいものに変更することで対応します。 

 

① [ファイル]-[印刷]-[詳細設定]をク

リック 

② 用紙サイズ・方向（A3 縦）を指

定し[OK]をクリック 

③ [適応]をクリック 

※ ダイアログはプリンタに依存

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A4 横で収まらない・・・ A3 縦で収まる・・・ 
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66..22..22..  宅宅地地のの判判定定図図  

「宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指

針」の出力帳票です。 

① [C:計算結果]において[宅地の判定図]をクリ

ックすると[宅地の判定図]作成機能が起動

します。 

② [開く]をクリックすると[ファイルを開く]

ダイアログが表示されるため、液状化計算

データを指定します。 

 LIQ.NET（.XML）形式のデータのみ指

定できます。 

③ [印刷]をクリックすると[印刷]ダイアログ

が表示されるため、印刷に使用するプリン

タおよび印刷設定を行い、[印刷]をクリック

します。 

④ [プレビュー]をクリックすると[印刷プレビ

ュー]を表示します。 

⑤ [ページ設定]をクリックすると[ページ設定

ダイアログ]を表示します。 

⑥ [終了]をクリックすると、[宅地の判定図]作

成機能を終了します。 

 

※※  宅宅地地のの液液状状化化被被害害可可能能性性にに係係るる技技術術指指

針針ににつついいてて  

 二次判定手法は、ボーリング調査結果から各層

の液状化に対する安全率（FL 値）を算定し、これを基に

算定される非液状化層厚（H1）と地表変位量（Dcy 値）、

又は、液状化指標値（PL 値）から右の判定図等を使用し

て液状化被害の可能性を判定します。 

FL 値に基づく各数値の算定は「建築基礎構造設計指針

（日本建築学会 平成 13 年 10 月）」、「道路橋示方書・同

解説 Ⅴ耐震設計編（日本道路協会 平成 24 年 3 月）」等

を基本とします。 

i. 判定図 

ボーリング調査毎の判定は、右図[判定図]、及び右表

[判定図の数値表]により、「A:顕著な被害の可能性が低

い」、「B:顕著な被害の可能性が比較的低い」、「C:顕著

な被害の可能性が高い」の３ランクで判定します。 

ii. 判定対象層 

判定対象層は右表[判定対象層]のとおりとします。 

iii. 非液状化層厚（H1）  

非液状化層厚は、地盤面から連続する右表[非液状化

層厚（H1）]の層とします。 

※ 粘性土層の判定について 

非液状化層厚（H1）を決める際の粘性土層の判定においては、各計算深度の土質名が粘性土層であるかを、粘

性土層の主土質名リスト（下記参照）と突合わせて判断しています。 

Step.1：各計算深度の土質名を取得します。 

Step.2：土質名から主土質名を抜き出します。 

Step.3：主土質が粘性土層の主土質名リストに存在するか判断し、 

・存在すれば粘性土層である。 

・存在しなければ粘性土層でない。 となります。 

※ 粘性土層の主土質名リスト 
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  シルト・粘土・粘性土・火山灰・ピート・ヘドロ・ローム 

例）砂混じり粘土（主土質名＝[粘土] 粘性土層である） 

  粘土混じり砂（主土質名＝[砂]  粘性土層でない） 

iv. 液状化に対する安全率（FL値）  

液状化に対する安全率（FL 値）は、（ii）の判定対象層について、「建築基礎構造設計指針」又は「道路橋示方書・

同解説 Ⅴ.耐震設計編」を基本とし、算定します。 

ただし、沖積層で圧密時間が 400～500 年以上経過していることが明らかな場合には、地盤生成年代効果を考慮す

ることができるものとします。 

液状化に対する安全率（FL値）に乗ずる地盤生成年代による補正係数は 1.4 を上限とします。 

v. 地表変位量（Dcy 値）の算定方法  

地表変位量（Dcy 値）は、「建築基礎構造設計指針」4.5 節地盤の液状化、“2.液状化に伴う地盤物性と地盤変形量の

予測”を基本として算定し、判定対象層は（ii）、液状化に対する安全率（FL値）は（iv）によるものとします。 

※ R 直接入力の場合、Na=未算定のため当該区間の Dcyは[0]としています（2018.09.15）。 

vi. 液状化指標値（PL値）の算定方法  

液状化指標値（PL値）は、下式により算定し、判定対象層は（ii）、液状化に対する安全率（FL値）は（iv）による

ものとします。 

PL＝ΣF・ｗ（Z）・⊿Z 

F ＝ 1.0‐FL （FL≦1.0 の場合） F＝ 0.0（FL＞1.0 の場合） 

  ここで、FL ： 液状化に対する安全率、 

ｗ（Z）： 深さ方向の重み関数、判定深度 20m ｗ（Z）＝ 10.0‐0.5・Z 

Z ： 地表面からの深さ(m)、⊿Z ：ある深度の FL が分布すると想定される土層厚 

 

66..22..33..  計計算算結結果果一一覧覧表表  

 [計算結果一覧表]を出力可能です。 

① [C:計算結果]において[一覧表]に使用する用

紙サイズを選択します。 

 A4S/A3S は用紙サイズに収まるよう一覧

表を縮小します。 

② 計算式[道路橋示方書式(2012/2017)] [建築

基礎構造設計指針式(2001)]のとき、[宅地判

定表示]の✔（チェック）の有無により計算

結果一覧表の標題部が切り替わります。 

③ [C:計算結果]において[一覧表]をクリック

すると[計算結果一覧表]作成機能が起動し

ます。 

④ [開く]をクリックすると[ファイルを開く]

ダイアログが表示されるため、液状化計算

データを指定します。 

 LIQ.NET（.XML）形式のデータのみ指

定できます。 

⑤ [印刷]をクリックすると[印刷]ダイアログ

が表示されるため、印刷に使用するプリン

タおよび印刷設定を行い、[印刷]をクリッ

クします。 

⑥ [プレビュー]をクリックすると[印刷プレビ

ュー]を表示します。 

⑦ [ページ設定]をクリックすると[ページ設定

ダイアログ]を表示します。 

⑧ [印刷時設定]をクリックすると[印刷時設

定]ダイアログを表示します。 

⑨ [表示設定]をクリックすると[表示設定]ダ

イアログを表示します。 

⑩ [終了]をクリックすると、[宅地の判定図]

作成機能を終了します。 

❶ ❸ ❷ 

宅地の判定表示=OFF 
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66..33..  フファァイイルル出出力力  

LIQ.NETが可能なファイル出力について説明し

ます。 

 

66..33..11..  EExxcceell 出出力力  

[計算結果一覧表]部分を Excel97-2003 形式で出

力します。 

① [Excel]をクリックするとファイル保存用ダ

イアログが表示されるため、保存先フォルダ

とファイル名を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 

宅地の判定表示=ON 
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66..33..22..  CCSSVV 出出力力  

[計算結果一覧表]部分をCSV 形式で出力します。 

① [CSV]をクリックするとファイル保存用ダ

イアログが表示されるため、保存先フォルダ

とファイル名を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MMeemmoo  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 
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77..  補補足足（（VVeerr..11..11～～））  

本システムは補足表を利用して、土質試験情報

（右図赤枠）を設定する機能があります。 

 

土質試験データの取り込み、あるいはキー入力

により値の設定されている情報を除いた赤枠範

囲の情報が補足の対象となります。 

 ボーリングおよび土質試験データを取り込

む場合、土質試験データは同一層内で最も近

い計算地点の情報としてセットされるため、

同一層内に試験結果があれば当該地点の試

験情報は割り当てられます（「4.3.ボーリン

グ・土質試験ファイルを開く」を参照）。 

 

77..11..  補補足足表表編編集集  

補足処理に使用する補足表および割当表を作

成・編集します。 

① [補足]-[補足表編集]をクリックします。→

[補足表編集]画面が表示されます。 

② 補足表（画面右側）を作成（キー入力）し

ます。 

補足表作成には以下の方法等があります。 

 当該地域のボーリング・土質試験デー

タを統計処理する 

 指針・論文等での公開値を利用する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

地下水位以深の層に補足 

地下水位以浅の層に補足 

未入力の場合、水位以下の層

にもγt の値が補足される 

未入力の場合、補足されない 

 

豊富な編集機能

を利用可能・・・ 

[5.6.編集]を参照 
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77..22..  割割当当表表  

旧システムである地質調査データ処理ソフトシリーズ・液状化計算プログラム（LIQ/PV Win）では、「補足表の

土質名」と「液状化計算データの土質名」とを比較して補足処理を実施していましたが、本システムでは「割当表」

を介して補足処理を実施するように改良されています。 

補足表は粘性土・砂質土・礫質土など、ある程度の大まかなグループ分けを行い作成されます。 

一方、液状化計算用データの土質名は、元となるボーリングデータの土質名をそのまま利用しますが、〇〇混じ

り〇〇質〇〇や互層など、多様な細かな表現が使われます。 

割当表は、両方の土質名の性質の違いを埋める（土質名をグループ化する）ために存在します。 

液状化計算プログラム（LIQ/PV Win）では、液状化計算用データの土質名に合わせて、多様な土質名毎に補足デ

ータを作成する必要があり、補足表が（無駄に）大きく・扱いづらくなってしまう欠点がありましたが、本システ

ムでは割当表の採用により、補足表をシンプルに保つことが可能となります。 

以下、割当表作成のための補助機能について記載します。 

補足表 割当表 液状化計算データ

土質名 試験値 補足表土質名 土質名 土質名 試験値

粘性土 A 粘性土 シルト シルト A

砂質土 B 粘性土 シルト質粘土 シルト質粘土 A

砂礫質土 C 砂質土 細砂 細砂 B

補足表をシンプルに保てる 砂質土 中砂 中砂 B

砂質土 シルト質砂 シルト質粘性土 A

砂礫質土 砂礫 シルト質砂 B

中砂 B

砂礫 C

補足表と液状化計算データとの土質

名の対応関係を規定する
 

 

77..22..11..  ボボーーリリンンググ    

補足対象となる土質名リストを取得します。 

① [データ]-[ボーリング]をクリックします。 

② ボーリングデータを（複数）指定します。 

③ 指定された複数のボーリングデータから、

（重複のない）土質名リストを作成し[割当

表の土質名]欄にセットします。 

例えば、液状化検討を行う元になる全てのボー

リングデータを指定して得られた土質名リスト

に対する対応関係を指定することで確実な補足

処理が実現します。 

 

 

77..22..22..  取取りり込込みみ条条件件設設定定  

上記の[ボーリング]取り込みにおける条件設定を行いま

す。 

① [データ]-[取り込み条件設定]をクリックします。→取

り込み条件設定ダイアログが表示されます。 

② 最大深度(m)を設定することで、ボーリングおよび土

質試験データを取り込む場合の下端深度を設定する

ことができます。 

③ [地層最下端深度より深いN値を取り込まない]をチェ

ックすると、地層最下端深度より深い N 値を取り込

みません。 

④ 地層の区分は利用しません。 

詳細は「8.1.1.取り込み条件設定」を参照して下さい。 

❶ 

❷ 

❸ 

❷ 

❸ 

❹ 
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77..22..33..  土土質質名名解解析析のの実実行行  

近しい土質名をグルーピングすることで[補足

表の土質名]との対応関係を容易にします。 

① [土質名解析]を行う土質名を選択します。 

② [土質名解析]-[土質名解析の実行]をクリッ

クします。 

③ [割当表の土質名]を〇〇混じり△△質□□

に分解し、[補助名称混：〇〇・補助名称質：

△△・主土質名：□□]欄にセットします 

④ [補助名称混・補助名称質・主土質名]欄をク

リックすることで、当該属性に基づきソー

トします。 

⑤ [補足表・土質名]欄に、補足表の土質名を入

力します（コピー＆ペーストが確実です）。 

 

77..33..  フファァイイルル  

補足表データのファイル関連機能について説明します。 

 

77..33..11..  新新規規作作成成  

新しく補足表データの入力編集を行う場合に選択します。 

編集中データがファイル保存されていない（再編集された）場合は破棄注意メッセージが表示されますので、編

集中データを失いたくない場合は[キャンセル]を、問題ない場合は[OK]をクリックします。 

 

77..33..22..  開開くく  

編集元となる補足表データを読み込みます。 

 

77..33..33..  上上書書保保存存  

補足表データを上書き保存します。 

 

77..33..44..  名名前前をを付付けけてて保保存存  

補足表データをファイルとして保存します。 

ファイル保存用ダイアログが表示されるため、

保存先フォルダとファイル名を指定します。 

 

77..44..  ツツーールル  

77..44..11..  オオププシショョンン  

補足表データに対するオプション設定を行います。 

補足表および割当表の行数を指定可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 
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77..55..  補補足足実実施施  

編集中の補足表を利用して、液状化計算データを補足します。 

① [補足]-[補足実施]をクリックします。 

② 確認メッセージに[OK]をクリックします。 

③ 液状化計算データを補足します。 

 

補足対象はブランクデータのみ 

 

 

❶ 

❷ 

❸ 

使用した補足表 
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地下水位 

❷最大深度 

❹ [地下水位深度で地層を区分する] 

取込情報 

88..  そそのの他他のの機機能能  

本章ではその他の機能として、主に[ツール]および[ヘルプ]メニューに割り当てた機能について説明します。 

 

88..11..  ツツーールル  

①  [ツール]-[ウインドウ表示位置・サイズを記憶]をクリック（ツー

ルバー及びコンテキストメニューからも操作可能）します。→有

効にすると、ダイアログの表示位置・サイズ・タブレイアウトを

記憶し、次回表示の場合に再現します。 

②  [ツール]-[ウインドウを常に前面に表示]をクリック（ツールバー

及びコンテキストメニューからも操作可能）します。→有効にす

ると、メイン画面が常に前面に表示され、他の Window に隠れる

ことがありません。 

③  [ツール]-[ツールバーの表示]クリックにより、ツールバーの表示・非表示が切り替わります。 

④ [ツール]-[ステータスバーの表示]クリックにより、ステータスバーの表示・非表示が切り替わります。 

 

88..11..11..  取取りり込込みみ条条件件設設定定（（VVeerr..11..11～～））  

① [ツール]-[取り込み条件設定]をクリックします。→取

り込み条件設定ダイアログが表示されます。 

② 最大深度(m)を設定することで、ボーリングおよび土

質試験データを取り込む場合の下端深度を設定する

ことができます。 

 地層情報として、上端深度≧最大深度となる地層

情報を取り込みます。 

 N 値＆試験情報は、最大深度より 1 情報分深い情

報まで取り込みます。 

 最大深度をブランクにすると全ての情報を取り込

みます。 

③ [地層最下端深度より深い N 値を取り込まない]をチェックすると、地層最下端深度より深い N 値を取り込み

ません。 

 最大深度設定時に有効となります。 

 最大深度を設定せずに本設定のみ有効としたい場合は、最大深度に非常に大きな値（9999.99m など）を設

定します。 

④ [地下水位深度で地層を区分する]をチェックすると、ボーリングデータ取り込みの際、地下水位深度で対象と

なる地層を分割します。 

 地下水位の上下でγt 設定を変える（地下水位以下はγt sat を使用する）場合に使用します。 

 補足表でのボーリングデータ取り込みにおいては、本設定は使用されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊ 

❷ 

❸ 

❹ 

❷ 

❸ 

❹ 

❷最大深度 

❸層下端深度以深

のため、☑ の場合の

み取り込む 

❸層下端深度以浅のため、☑ によらず取り込む 

青地：取り込まれない 
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88..11..22..  一一括括処処理理画画面面にに移移動動（（VVeerr..11..11～～））  

① [ツール]-[取り込み条件設定]をクリックし

ます。→一括処理画面が表示されます。 

 詳細は[9.一括処理]を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88..22..  ヘヘルルププ  

88..22..11..  操操作作ママニニュュアアルル  

① [ヘルプ]-[操作マニュアル]クリックにより、本書を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

88..22..22..  関関連連情情報報をを開開くく  

デフォルトブラウザを開き、関連するホームページを開きます。 

① [ヘルプ]-[Kiso-Cloud ページを開く] 

② [ヘルプ]-[基礎地盤コンサルタンツ(株)コーポレートサイトを開く] 

 

88..22..33..  ババーージジョョンン情情報報  

① [ヘルプ]-[バージョン情報]により、本システムのバ

ージョン情報が表示されます。 

② [OK]ボタンをクリックすると表示が終了します。 

 レンタル版の場合は Serial No.は必ず 

TJ-99999999-999999-999-999 となります。 

 Kiso-Cloud 上のバージョン番号と比較し、システ

ムが古い場合は、Kiso-Cloud から新しいシステム

をダウンロードしてインストールします。 

 

 

❷ 



9.一括処理（Ver.1.1～） 

 

9-1 
 

99..  一一括括処処理理（（VVeerr..11..11～～））  
液状化計算に関して一括処理（設定および計

算・出力）が可能です。 
 

99..11..  一一括括処処理理画画面面にに移移動動  
① [ツール]-[一括処理画面に移動]をクリッ

クします。→[一括処理]画面が表示されま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

99..22..  一一括括処処理理画画面面構構成成  
[一括処理]画面構成について以下に示します。 
 
 
 

 

 
 

① 液状化計算データ： 一括処理対象となる液状化計算データのファイル名 
② 調査件名・ボーリング名： 液状化計算データから取得して表示 
③ 削孔長(m)： 地層情報：下端深度の最大値 
④ 地下水位(m)： 液状化計算データから取得して表示（本画面から指定可能） 
⑤ 計算式・FL 補間方法： 液状化計算データから取得して表示 
⑥ 加速度(gal)： 液状化計算データから取得して表示（本画面から指定可能） 
⑦ PL 値： PL 計算結果（未計算の場合はブランク） 
⑧ エラー数： データチェック処理におけるエラー項目数（0 以外は計算不可能） 
⑨ 結果： システムからのメッセージ表示欄 

 
 
 

➊ 

[一括処理]画面 

アプリケーションコントロール 

タイトルバー 

[最小化]ボタン 
[最大化]/[元に戻す]ボタン 

[閉じる]ボタン 

ツールバー 

メニューバー 

ステータスバー（一括処理コントロールファイル名を表示） 
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99..33..  フファァイイルル  
[一括処理]画面での、[ファイル]機能について説明します。 

 
 
 
 
99..33..11..  新新規規  
一括処理を行い液状化計算データ(.XML 形式)

を選択します。 
① [ファイル]-[新規]をクリックします。 
② 編集中データがファイル保存されていない

（保存後に再編集された）場合は破棄注意

メッセージが表示されますので、編集中デ

ータを失いたくない場合は[キャンセル]を、

問題ない場合は[OK]をクリックします 
③ 一括処理の対象とする液状化計算データ

LIQ.NET（.XML）形式を複数指定します。 
 後で液状化計算データを追加・削除する

機能はありません。 
 本操作で一括処理対象を確定してくださ

い。 
 
99..33..22..  フファァイイルルをを開開くく  
一括処理の設定状態を、一括処理コントロール

(.XML 形式)としてファイル保存して再利用でき

ます。本機能によりファイル保存した一括処理

コントロールを読み込みます。 
① [ファイル]-[ファイルを開く]をクリックし

ます。 
② 一括処理コントロール(.XML形式)を指定し

ます。 
③ 一括処理コントロールに指定されている液

状化計算データが存在しない場合はエラー

メッセージが表示されます。 

 
99..33..33..  上上書書きき保保存存  
一括処理コントロール(.XML 形式)を指定した

場合は[上書き保存]によりデータ更新が可能で

す。新規を指定した場合は、一度[名前を付けて

保存]により一括処理コントロール(.XML 形式)
ファイルを確定させる必要があります。 
① [ファイル]-[上書き保存]をクリックします。 

 
 
 
 
 
 

➊ 

❷ 

❸ 

❷ 

➊ 

❸ 

➊ 
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99..33..44..  名名前前をを付付けけてて保保存存  
一括処理コントロール(.XML 形式)をファイル

として保存します。 
① [ファイル]-[名前を付けて保存]をクリック

します。 
② ファイル保存用ダイアログが表示されるた

め、保存先フォルダとファイル名を指定し

ます。 
 
99..33..55..  戻戻るる  
一括処理を終了します。 
③ [ファイル]-[戻る]をクリックします。 

→メイン画面に戻ります。 
 
 

99..44..  編編集集  
[一括処理]画面を編集するための[編集]機能について説明しますが、[一括入力]機能以外はメイン画面と同一機能

であるため、[5.6.編集]を参照して下さい。 

 

99..44..11..  一一括括入入力力  
地下水位・加速度を一括指定します。 
① 設定したい範囲をセル選択します。 
② [編集]-[一括入力]をクリックします。 
③ [一括入力]ダイアログの設定値に値をキー

入して[OK]をクリック 
④ セル範囲に設定値がセットされます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❷ 

➊ 
❸ 

❷ 
➊ 

❸ 
❹ 
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99..55..  計計算算デデーータタ入入力力  
液状化計算データ編集およびデータチェックするための[計算データ入力]機能について説明します。 
① 編集あるいはチェック対象となる液状化計算データのセルを選択します。 
 複数データ指定状態では本機能は無効となります。 

編集したい項目に応じて機能選択します。 
② [A:標題]をクリックします。 →5.3.[A:標題]を参照 
③ [B:地層/地点]をクリックします。 →5.4.[B:地層/地点]を参照 
④ [B’:RandL 直接入力]をクリックします。→5.5.[ B’:RandL 直接入力]を参照 
⑤ [A:標題]・[B:地層/地点]・[B’:RandL 直接入力]を入力編集後、[一括処理に

戻る]をクリックします。 
⑥ データのエラーチェックを行う場合は[データチェック] をクリックしま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➊ 

❷ ❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

入力状態に応じたエラー数

が表示されます。 
エラー数が 0 のデータのみ

液状化計算が可能です。 

❷ 
❸ 
❹ 

❻ 
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99..66..  計計算算条条件件  
一括処理を実施する液状化計算データの計算条件をコピーして揃えるための機能です。 
① 「9.5.計算データ入力」を参考に[A:標題]を入力します。 
② 計算条件コピー対象となる項目は(9)計算条件・(11)堤体の判定となります。 
 太字（下図赤枠）で示されています。 

 
③ 計算条件のコピー元（上記の指定を実施したデータ）

となる液状化計算データのセルを選択します。 
 複数データ指定状態では本機能は無効となります。 

④ [計算条件]-[計算情報コピー]をクリックします。 
⑤ 計算条件のコピー先となる液状化計算データのセルを

選択します。 
 複数データ（セル）の選択が可能です。 

⑥ [計算条件貼り付け]をクリックすると❺のセル範囲の

計算データに、計算条件をコピーします。 
⑦ 水平加速度をコピーしたくない場合は、[計算条件貼り

付け（水平加速度を除く）]をクリックします。 
 
 

99..77..  計計算算出出力力  
液状化計算および図表出力を行います。 
 

 
99..77..11..  計計算算実実行行  
① 液状化計算を実施するデータのセルを（複数）選択します。 
② [計算出力]-[計算実行]をクリックします。 
③ エラー数=0 のデータについて液状化計算を実施し、PL 値を設定すると共に[結果]欄にコメント等を表示しま

す。→計算が成功すると〇が表示されます。 
 

❷ 

❷ 

❸ 

❹ 
❻ 

❺ 

❼ 

➊ ❹ 

入力状態に応じたエラー数が表示されます。 
エラー数が 0 のデータのみ液状化計算が可能です。 

❷ 

❸ 

❺ 

❾ 
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99..77..22..  計計算算出出力力  
④ 図表出力の対象とする液状化計算データのセルを選択します。 
 複数データ指定状態では本機能は無効となります。 

⑤ [計算出力]-[計算出力]をクリックします。 
⑥ 液状化計算を実施し[C:計算結果][D:地震時σv/σv’]タブを表示します。 
 6.1.2.[C:計算結果]および 6.1.3.[D:地震時σv/σv’]を参照して下さい。 

⑦ 図表（液状化総合図・宅地の判定図・計算結果一覧表）を出力します。 
 6.2.図表出力を参照して下さい。 

⑧ 計算結果のファイル出力が可能です。 
 6.3.ファイル出力を参照して下さい。 

 

 
99..77..33..  総総合合図図出出力力  
図表出力のうち総合図については一括出力が可能です。 
① 液状化計算を実施するデータのセルを（複数）選択します。 
⑨ [総合図出力]-[デフォルトプリンタに印刷]あるいは[Acrobat で PDF として保存]をクリックします。 
 

((11))  デデフフォォルルトトププリリンンタタにに印印刷刷  
[デフォルトプリンタに印刷]をクリックすると、

総合図をデフォルトプリンタに一括印刷します。 
[図表出力 ]-[液状化総合図 ]において [ファイ

ル]-[印刷]あるいはツールバーの  をクリック

して表示された[印刷]ダイアログにおいて、デフ

ォルトプリンタを選択した状態と同じです

（「6.2.1.液状化総合図」を参照）。 
本設定からは[印刷]ダイアログが表示されない

ため、前もってデフォルトプリンタ・用紙サイ

ズ・用紙方向などについて設定を実施して下さい。 
 
 
 
 
 
 

❻ 

❼ ❽ 

デフォルトプリンタとして DocuWorks を

設定した場合の例 



9.一括処理（Ver.1.1～） 

 

9-7 
 

((22))  AAccrroobbaatt でで PPDDFF ととししてて保保存存  
[デフォルトプリンタに印刷]をクリックすると、総合図を

デフォルトプリンタに一括印刷します。 
[図表出力]-[液状化総合図]において[ファイル]-[Acrobat 

で PDF として保存]あるいはツールバーの  をクリック

しした状態と同じです（「6.2.1.液状化総合図」を参照）。 
ファイル保存するフォルダ―を指定するための[フォルダ

参照]ダイアログが表示されるため保存先を指定します。 
 
 
 
 
 
 
 

((33))  総総合合図図パパララメメーータタ設設定定  
一括出力する総合図の描画パラメータを指定します。 
一括出力に先立って指定します。 
 
 
 
 

99..88..  補補足足  
一括処理においても、補足表を利用して土質試験情報（右図赤枠）を設定する機能があります。 
補足機能・補足表の作成方法・補足の実施方法については「7.補足」を参照して下さい。 
 
以下のように、前もって補足対象となるデータのセルを複数選択（①）してから[補足実施②]をクリックするこ

とで、一括して補足処理を実施することが可能です。 

 
 

99..99..  ツツーールル・・ヘヘルルププ  
[ツール]については、7.1.ツールを参照して下さい。 
[ヘルプ]については、7.2.ヘルプを参照して下さい。 

➊ 

❷ 

本機能を利用するためには Adobe Acrobat（Reder
は NG）が Install されている必要があります。 
前もって、[図表出力]-[液状化総合図]において[フ

ァイル]-[Acrobat で PDF として保存]により PDF が

出力されることを確認してください。 
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